
ザ・ノマーク

建築分布の平面図象:

図象の形1醤的特徴

1. 全住棟とも敷地中央に配iliされ、敷地北側、南側に空きがある。

形態特徴発生の要因

l 敷地南側の斜面は、 1977年の都市開発指定の中で定められた自

然資拡'の保護により住棟開発がなされなかった。 1つは敷地I将来のフオ

ーグス渓流流入口近辺の保護、 lつは敷地南西の残存樹林の保護である

(本1)。唯一敷地南側中央に、伐殺されベンチカットされた空地があった

が、ここもパーリン トン鉄道に接近しているためであろう、住宅が配置

されなかった。

対象的に、敷地中央部の採扱場はほぼ岩盤近くまで掘り進んでおり、辿

造物の基盤として最適であった。一方敷地東側の上部ベンチも表土剥離

後余り採石が進まなかったため、地採への影響が少なく、この 2つの平

盤地形がほとんど縫土、切土の必~のない主なる住宅配置区域として適

していた。 llPち、ペンチカット工法の係石操業により、緩い砂草IJ斜而が

建設に適した堅固な宅凝に改変されていたことになる。

「図象の形!!!i的特徴J r図象化された採石跡地の特徴」

l敷地北側、南側に空地を放す 採石操業部分と未開発部分

住籾l配置 の敷地内椛成

図IICl-2a 

舗装而の平面図象 図IICl-2b 

図象の形!限的特徴.

1. 1 1 6アベニュー NEと、 NE 1 0 6ストリートを結んで、放地の北

東から南西へ抜ける曲線状の併線道路フォーブス・クリーク・ドライブ
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がつくられた。

2.ザ・パーク内の車路は全て、この幹線道路にのみつながり、 周辺住

区に既存であっ た東西南北住区道路には 全く接続していない。

3 住区内車路は、敷地東側で 2つの環状線を描く。

形態特徴発生の要因 .

l 周辺が全て格子状道路計画にのっとっているのに対し、幹線道路が

曲線的形状を持っているのは、採石操業中の搬出入道路が、ほぼそのま

ま踏襲されたためである。ただし搬出入路は、西側で完全に NE 1 0 8 

ストリートに一致して接続されていなかったのと、 NE 1 0 8ストリー 図IIC2-1d 

卜が帽の狭い小道路であったため、幹線道路フォーブス・クリーク・ド

ライブの西側部分は、 N E 1 0 6ストリートに接続された。

2. 環状車路が周辺住区に接続しない形悠は、土地再生に関する環境調

査リポートから、 いくつかの物理的要因に基づくものであることがわか

る。最も大きな要因は、ベンチカット工法による採石操業の結梨、敷地

北側東側の斜面が急勾配になり、そのまま南北直線道路を下ろしてくる

のに適さなかっ たことである(幻)( 1 1 1アベニュー NE、 11 2アぺ 図IIC2-2 

ニュー NEなと，)。

もう一つ、敷地西に隣按する NE 1 0 8ストリートの延長線上はフォー

ブス渓流流域であり、水資源保護のためには、歓迎すべき道路計画では

なかったことである。

3 住区内車路配置は、ほとんど1*石操業のベンチカット形状を反映し 図IIC1-la

たものである。従って敷地中央と*制1Iに 2つの環状III路が配frlされた。

ベンチカット形状に沿わないIII路言I'jiffi'もありうるが、その場合は傾斜の

急な車路の割合が多くなり、当百|聞のように数多い駐車場を車路向山1Iに

配置することはできなかったであろう。

「図象の形態的特徴」

lフォーグス ・クリーク・

ドライブの曲線形状

「図書l化された1*石跡地の特徴J

142 :.u入絡の形状
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2.敷地内車路の 2つの環状形 ベンチカ y ト切羽面の形状

水域の平面図象:

図象の形態的特徴

1. 7.1<筋の明確でなかった渓流が、来から西へ流れる一本の線として現

れた。東側でより直線的、住区内で細かい蛇行を繰り返す形状をおi<。

2 池而が束と西に一つずつ出現した。東側の池は住棟詳の内部にある

のに対し、西側の池は住棟背後に位位する。

形態特徴発生の要因

1. 東側の流入位置は、搬出入路(後のフォーブス・クリーク・ドライ

ブ)の設定により位置が決定され、西側での流路は、銀出入路の側溝が

つくられた時点で決定された。

住区内における渓流の蛇行の形態は、土地再生で改めて造形された形で

あり、むしろ東側流域の直線的形態の方が、 1主流の原型をとどめている

のは面白い。この蛇行の形悠は、判。水時の渓流流速を減速させる効果が

ある(刈)。東斜面と西平地の対比は、 n石操業により更に強制されてし

まったため、この様な流水制御lの配慮が施されたのである。

2 二つの池は、敷地全体の、そしてフォーブス渓流排水銑地峡の表水

排水の調箆池としての容認計灯から大きさが決定された(料)。しかし位

置を決めた要因は、東と西のJtj水池により各々'JQなる。

東側のr也は、1*石操業において肢も深く侃り下げられた加分である。重

点的tl:慌て'、汚染雨水は全てこの謀術によりできた凹地に集中するよう

になったため、水質管理の上フォーブス渓流に政流する淵路地が必!lfと

なったのである。従って、東引1)の池は、!敬地内で肢も採石が長く絞けら

れた~~所を改めて反復したものとなっている 。

ー方西 ~IJ の池は、土地再生において新たに仮削されてできたものである 。

これは、明確な貯水池を造ることにより、 n石操業中そのままにされて
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いた湿地の排水を促進するフォーブス渓流の氾涯を制御する綴能を持っ

ている。従って、この貯水池はフォーブス渓涜に沿う東西に長い形態を

持っている。(またこの掘削から出た残土が、東制IJ凹地の盛土に用いら

れるという利点もあった。)

「図象の形態的特徴」

ト束で直線的、西で蛇行する

渓流

2東の貯水池位置

3西の貯水池位置

組生分布の平面図象.

図象の形態的特徴・

「図象化された採石跡地の特徴」

i*石により平均勾配のきっくなった

東側斜面

重点的に主主掘された採石溝

湿地性地盤のため残されていた部分

l 敷地内には 3つの主要な樹林がある。 lつは、敷地南側に広がる樹

林、 lつは敷地北から北東側をおおう樹木、もう lつは、敷地図中央部

をおおう高木である。

2. 7ォーブズ ・クリーク沿いの1柏木類が敷地を*から西に線状に横断

する。

形態特徴発生の要因:

l 敷地北側と北東四IJの樹林は、北側の既存住区をQ殺して残された緩

衝初である。敷地南側の樹林は、物理的に鉱石が困難な地質であったた

め、そのまま放置され並かな森林のまま残存した。敷地西中心部の樹生

は、フォーグス1主流沿いの泥土地探がlt石に適さなかったため、補生が

残存したものである。

このように、谷の北斜而と問斜而では、樹林残存の要因が災なるが、結

果として、谷を闘い込む i~ で緑地が残った。

2 フォーグス渓流の流域が、木の繁みを形成している。
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水筋は、土地再生においでほぼ人為的につくられたものであるが、*か

ら西という方向性は、谷の地形を反映している。

水筋位置は、搬出入路の側溝位置と同じである。然るに搬出入路位置は、 図IICHa

敷地中央部を主たる採石場としてそこにプラントを設置したことに起因

している。

「図象の形態的特徴」

ト谷を閉い込む北斜面

南斜面の樹林

2敷地を横断する漉木の植生

の線形

「図象化された採石跡地の特徴」

谷底を中心とする採石操業

排水滑としてつくられた

搬出入路側溝の経路
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シャドークリ-:70-区劃

建築分布の平面図象・

図象の形態的特徴.

l 諸施設は、シャドー・クリフ・レイク西水際線にのみ分布する。水

泳エリアはそのうちでも北側のみに区切られ、ポートデッキは南側の方

に分布する。

2 ウォーター・スライダーは、入悶路西側に位置する。

形態特徴発生の要因:

1. :lj施設の具体的な位位は採石 h'li の J~!i!lに大きく影響されている。特

に湖水南側、南東入りにボートデッキが集中するのは、採石滑跡地実 DJIJ

図IICl-4a 

図面からもわかる様に、小規模ながらそこに採石溝切羽面があり、水深 図IICl-3 

が充分深くなるからである。逆にこの部分は、水泳エリアとしては不通

切であり、ダンプ走行路が集中して穏やかな斜面となっていたと考えら

れる、湖水北西角の遠浅の部分に限られている。l!Pち、これらのお』水施

設の分布位置は、土地再生では限に見えなくなってしまった水而下の採

石棺の地形部分を間接的に顕在化している。

2. ウォータースライダーは、西側鉱石清から出された量IJ鍛表土の上に

南側のプランターから排出される残余砂が放駁されてできた係石場内で

Qも大きい!jt積丘をmいて作られたものである休日。その位低は、レミ
ラード・ブリック社の採探湯とカイザー・サンド ・アンド・グラベル社

の採石状の境界を意味している。従って、 J1I;!i'i丘はやや南北方向に長く、 図II8-17 

ウォータースライダーも南北方向に設位されている。

「図象の形!ei的特徴J I図書1化されたu石跡地の特徴J
1. *河エリア、ポー卜筏情など 鉱石場底部レベルの地]~特徴

典なる施設の配置位置
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2.ウォータースライダーの位佐 操業時期の異なるこつの採石滞の

境界部分

舗装面の平面図象

図象の形態的特徴

1. アロヨ・デル・バレーと、シャドークリフ・レイクに挟まれた敷地

西側に集中し、全体として北西から南東へ1'1'びる長い三角形を形成して

いる。

2 車による入国路は、敷地北西側ーヶ所である。

形態特徴発生の要因 ー

l 車路が集中するシャ ドークリフ・レイク西側と、ウォータ ースライ

ダーの問は、カイザー ・サンド・アンド・グラベル社が 50年代に始業

図IIC1-4b

したプラント位置である (*6)。プラント近辺が、剥緩表土の位き場、あ 図IIB-12b 

るいは、プラン トからの残余砂、砂利のストック場所として!日いられ採

石海内でも地表レベルの比+主的高い部分として残った。特に現在へロン

・ポンドとなっているアロヨ・デル・バレーの蛇行部分があ ったために

探石I昨は、より東側にJfPしやられた。

また水際線に平行して斜めに走る歩行革路は、 tt石消内のレベル段差沿

いに仮設さ れていたトラック定行路がほぼそのまま転用されたものであ

る。

2 車両入悶路の位iu.は、元々プラ/卜への踊llH入路が設位された{立tu

がそのまま用いられたものである。スタンレーブルーバードからのIII路

はここーヶ所とされたI1I1rtJは、ここより西側11、レミラード ・ブリック

社のtt慌により底面となっており、同協に*仰IGカイザー ・サンド ・ア

ンド・クラベル社の採石により出向となっていたためである。レミラー 図IICl-3a

ド・ブリック社の採石場跡地にも、斜路はあったが、今世紀前半に仮設

されたものであり、大型トラックの斜路として仮設された、カイザー・
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サンド・アンド・グラベル社の斜路の方が、再利用されやすかったので

あろう(本7)。

「図象の形!m的特徴」

l北西から南東へ伸びる

三角形状

2入悶路位置

「図象化された採石跡地の特徴」

プラント設置位置

tli石構内トラック走行路

採石後期の

大型トラック徹出入路位置

水域の平面図象. 図nCl-4c 

図象の形態的特徴.

l 主として、敷地東側のシャドー ・クリフ ・レイク中心のへロンポン

ド、南側lを流れるアロヨポンド、アイランドポンドの 4つから柿成され

る。

2 シャドー ・クリフ ・レイクは全体として、西から来へ広がる。北東

側の水際線は、直行する直線によって形成され南西側水際線は illl折が多

。、L 

形!i.1i特徴発生の要因

1. 4つの水要素は、各々奥なる絞抑(要因)によって生じたものであ

り、その形状が、その歴史を反映している。二ノヤドークリフ・レイクは

5 0から 6 0 年代にかけての大型機お導入で操業された係石梢の J~ であ

るため、非常に大きなスケールと役何学:性を持っている。一方、アロヨ

・ポンドとアイランド・ポンドは、 50年代初切の河川敷の砂利u石の

結果生まれた湖水であるため小型でかつ河川の一郎が抑り下げられた不

定形をしている。一方、へロン・ポンドは、アロヨ ・デル ・バレーの蛇

行部分の名残である(刈)。

この様にIAなる凹地形(災なる tli石工法、自然地形の一部)が、地下水
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の上昇によって、改めて異なる湖水平面形として現れたのである。

2 北側、東側と、南西の 2つの異なる水際線は、異なる要因で発生し

たものである。北側と東側の水際線はドラッグライン、ショベルによる

切羽面によるものであるが、南西側の水際線は、採石構内のレベル差が

現れたものである。採石跡地地形図からわかるように、この採石滑は、

ーレベルの採石溝ではなく、大きく分けて 3つのレベルが見られる。そ 図IIC2-4a 

のうち 2つのレベルが水没し、一番高かった lつのレベルが残ったのが、

この水際線の形状である。

「図象の形態的特徴」

[. 4つの異なる水要素if;r[]i

2.大湖水の三角形形状

植生分布の平面図象・

図象の形態的特徴

「図象化された採石跡地の特徴」

時代により工法の異なる採石操業

保石排内におけるレベル差の形

1. 3つの植生が明快に分割tし、各々独立して分布している。 lつは、

高木(段、柳)がおい繁り、敷地中目立も泣かな緑を呈している混地生殖

物群であり、もう一つは、敷地北半分を占めるほとんど総生のない、他

かに低木類の点在する領域であり、その中に、芝の広がる人工i世間の梢

生がJ斗状に浮いている。

形態特徴発生の要因

l 前田11のi¥1i密な槌生は、アロヨ ・デル ・バレーの流路をそのまま反映

し、東西方向の線形となっている。この要因は、カイザー・サンド ・ア

ンド・グラベル社の初期lの係仰がアロヨ・デル ・バレー内部に抑られた

図IIC2-4d 

ため、常時の表水の滞留する池(アロヨ・ポンドとアイランド・ポンド) 図IIB-12a 

ができたためである。

これに対して、ソャドークリフ・レイクの水は地下を流動している地下
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水であり温度も低〈、ナトリウム含有置が高L、(刈)。更にドラッグライ

ンなどによる採石溝掘削のため、水深もいきなり深く、従って湿地生殖

物も広がらない。唯一人工的に散水し、入れているレクリエーションエ

リアの造図部分のみが、唐突な槌生を形成しているのみである。

即ち、北と南の植生の相 !J~ は、第一 に1*石形態の相異に起因するが、吏

に進めて言えば、そのtll石滑に出てくる水相の相異に起因している。

(地形図に現れてくる水位の差 ー北側のシャドークリフ・レイクは水

位33 0フィート、南側のポンドは水位 345フィー卜ー も水相の差

を表している。〉

「図象の形態的特徴」

l南側の高密な植生、

北側の疎な植生

「図書l化された採石跡地の特徴」

開制IJは表流水湿地、

北側は水温の低い地下水
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ラークコミノミ一一・ランラ=インタP

建築配置の平面図象 ー

図象の J~!i!\的特徴

l 来四1)のテラス状配置の住宅昨と、西側の円弧状配置の住宅併に分か

れる。どちらの住宅群とも、北東側へ向かつてやtびる形を持っている。

2 東側住宅群は、中央やや南側に、西側住宅群は、南東 ~I) にオープン

スペースを持つ。

形態特徴発生の要因;

1. *と西の住棟配置の形態の差災は、各々呉なる H寺!¥JJに呉なる}.!l築家

によって計画された、~匠上の]gいの結果である。

しかし、面白いことは、住宅併の図象を全体的形状として置J!察すると、

2つの住棟群とも、各々北来制1)奥へ fillびる採石滑の形状を、災zなる平図

形態によって、反映していることである。これは採石場の内部を宅態と

して最大限に活用した結果である。

2 両住都urJ とも、凶い込む J~ で中央にオープンスペースを持つ。しか

し各々、そこにオープンスペースが出現した要因は興なっている。

東側リンカーン・ビレッジでは、採石場跡地の中央に残されていた最も

深い部分がill地部として残り、住宅}.!l設に不適切な部分として残された

(本10)。

西側のリンカーン ・コートのIifH、込むオープンスペースは、逆に 2つの

採石J;}の)llJに残された、残存丘陵部のあった似i泣である。

うークスパー ・ランデイングでは、土地再リ川の、例外的に大税伎なm

成により、東仰l鉱石場の底部は担!め立てられ、 X、 2つのIt石場のIlUの

丘陸部も削られてしまうが、It石JJ.¥跡地地)[;のそれらの特殊部分が、 j也

形そのものとしては残らず、 I/UJ幸町jにオープンスペースという平而図象

の形として残ったことは、住口すべき )~fß の縦 ik の過程である。
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「図象の形態的特徴」

l北東側にかたよる

住都~配置の分布形状

2東側住事II群の聞い込む

オープンスペース

3.西側住棟群の固い込む

オープンスペース

舗装而の平面図象:

図象の形態的特徴.

「図象化された採石跡地の特徴J

採石滑の北東側へfQ'びた形態

鉱石場底部の湿地干if

残存丘陵部のあった位位

1. 西側住区、東側住区ともその周辺を!lI路がまわり、 2つのループの

つながる形状をつくっている。

2 南側のラークスパー ・サークルからの進入口は、東端、中央、西郷

の3ヶ所である。

形態特徴発生の要因

1. 2つのループのできた要因は、 2つの住区が災なる時191に開発され

たからである。特に東側リンカーン ・ビレッジの西側II1絡は、 2つの採

石場を隔てていた残存丘陵部の*裾を撫でる J~ で引かれている 。

一方、敷地内車路が、ループをJAIlき、且つ住相Htの背後を回ったのは、

住宅建設に伴う伎術的l1Jl1I1があった。それは、切羽而からの戸高石、目寺山

れからの安全性を考慮して、{主主II までのIiU に、ある程度の級街 ~ Ii日をと

る必要があったことである(判 1) 。 その ~rm を兼ねてリンカーン ・ コート

においては、車路の形状自体がもともとの鉱石場の外 J~ に沿うこととな

った。

2 土地再生後の!lI路配位は、tl)石保業中に仮設された、 トラック走行

絡を踏襲してつくられた。 ラークスパー・サークルからの 3つのアプロ

ーチは、鉱石場にあった 3つのトラック走行路の位置である。 しか も主
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動線である中央の進入路位tuは、もともと鉱石場においても、プラント

施設と 2つの採石場をつなげるトラック走行路が集中していた場所であ

り、採石操業中に重点的導線となっていた部分が、土地再生後の計画の

中でも、主要な導線位置となっている。

最終的に、これらプラントや、プラントに通じていた微入路そのものの

形状は痕跡をとどめなかったが、その採石場への接続位置が住宅地への

入口位置として残った形態の縦承がここに観察される。

「図象の形態的特徴」

1. 2つの環状形態

2中央、住区入路の位置

水域の平面図象

図象の形態的特徴

「図象化された採石跡地の特徴」

2つの採石場の外形

主要プラント位位、 トラック搬出入

路位置

l 西OlIJ住区に 1つ、東側住区に lつの貯水池がある。

形悠特徴発生の要因.

1.敷地は有意な地下水の認められない丘陵であるため、嵐長柿成に影

響を与える程大きな7.K!i1紫はない。この 2つの貯水池は、雨JUJにおける

図IICl-6c 

敷地内の表土排水を調施するためのものとして、造られたものである<* 図IICl-5a 

12)。従って、 2つの池とも各々の鉱石場内における最も低い部分を示す

要素としてここに配置されている。特に*制IJリンカーン・ビレッジにm

られた防水池と芝地のオープンスペースがある部分は、鉱石場内でlili.も

a<婦問11された部分であり、それが土地再生時によりオープンスペース

の中心的要素として「池」の形態として残ったことになる。

「図象の形態的特徴」

2つの貯水池の位位

「図象化された採石跡地の特徴」

鉱石城底部の最深刻l
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ミスラニーィック _ .rミイ

建築分布の平面図象 図IICl-8a 

図象の形態的特徴.

l 住戸群は、湖水西{JlIJと東側の 2つに分かれている。湖水北側には一

部住戸配置の無い部分がある。岬地形より南西側には配位されていない。

2 住戸は全て湖岸に面し、曲線状の配列をつくる。

形態特徴発生の要因

l 採石プラントが最初に西側、後期に東側に設けられ敷地中央却では

北側と南側に採石構が広げられたことによる。これにより、湖水北側で

は採石滑が敷地境界線に迫り、車路配置の空間しか残されていなかった。

東西方向のドレッジング速航に沿って、剥離表土が堆積され、その部分

が住戸建設可能な地盤を与えたのに対し、敷地南西側は、プラントに近

かったために、デサンダーからの残余砂が堆積し軟弱な地従が残った。

その結果、敷地西側の段丘からの表流水がこの部分に集中し混地となっ

ていたからである (*13)。

2. 採石の結梨、敷地の大半がiNl水となっているため、必然的に住戸は

水際線いっぱいに配置tされた。しかも土地再生計聞では、この地域にな

い湖水環境を生かした住悶 J~ 闘が主題となったため、全ての住戸が水際

に接する必要があった。この結果、鉱石1持の輪郭が、住戸の配列形態と

して改めて図象として現れている。

「図書lの形態的特徴J

l 来西に分かれた住戸 ll~

2. I IlJ 料!を ~l~ く住戸配列

「図書l化された鉱石跡地の特徴J

tt石燃業におけるプラントの

二つの位置

奴石市の輪郭
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舗装面の平面図象・

図象の形態的特徴・

l アプローチは、敷地北西 fl)ーヶ所のみから取られている。

2 敷地内を周囲する円環をなさず、湖水西側北側束側のみを結ぶ、コ

の字型である。

形態特徴発生の要因

図IICl-8b 

l 北西からのアプローチは、最初の搬出入路の位置をそのまま用いた 図IIC2-8 

ものである。

2 湖水南側に車路のはりつけられなかった要因は 2つ考えられる。 l

つは、採石終業時に、 ドレッジングを敷地南東角より引き出したことに

よる。この一旦水続きとなり組!め戻された部分は、地表レベルが務込み

湿地であり 、車路張り付けに適さなかった C*14)。

「図象の形態的特徴J

卜住区への入口位置

2雨に聞くコの字形車路

水域の平面図象

図書tの形態的特徴

「図 象化された採石跡地の特徴J

主要プラントへの殿山入路位訟

ドレッジングのホワイ卜・リバー

への引出し

l 湖水西洋は 2つの入り江を t.'jつ11¥入りの人さい形状である。北制IJの

湖而は細く、南側の槻Jilii(立大きく jょがる。

2 湖水東岸l立、単調な直線に近い。

ー 116

図IICl-8c 



形態特徴発生の要因

1. ドレッジング採石では、残される陸地部分は、プラント用地 1. 5 図IIC2-8b 

-3ヘクタールと採石の際除去される表土の置き場によってつくられる。

そのうち西側に大きな陸地部分が残された理由は、最初のプラント設位

の位置が原因と考えられる。

入り江の方向性は、 ドレッジング述航が東西方向であったことの直接的

帰結(料5)であり、また 2つの入り江の大小は、最初北朝1)から採石を始め

たにも関わらず、北制1)1:*石1昨からの早期引き上げが原因である。早期]引

き上げの原因は、敷地北西側で表土l耳が厚く、氷河礎石の産出効率が悪

かったためである(刈6)。

2 ドレッジングの東西運航により、東岸にも西岸の残土堆積と相呼応

する形で、湖水に張り出す地形が残っていたが、有用な fユー観~索とされ

ず、除去された。デサンターからの残余砂の堆積で地援が軟弱で地表レ

ベルも低かったためである(判7)。

「図象の形態的特徴J r図象化された採石跡地の特徴」

1北で小さく、南で大きい入り江 ドレッジングの東西ill行と北側から

東西に f1tびる岬地JJ; 早期引き上げ

1北東岸の直線形 東側突出地 JJ;は残余砂の軟 ~iJj也探

植生分布平面図象 図IICl-8d 

図!i!の形態的特徴.

l 敷地周辺部では、湖水市j芋のホワイト・リ バー 沿いの高木nが1;1J正

して発述しており、敷地米自1)も比較的日常の日木nで認{われている。

2. 敷地内部では、湖水に Z起き 11\す州地 Jf~ に日木が繁っている 。 しかし

その分布は北側に偏り、このため北側の入り江は、高木の生い茂るう っ

そうとした景観を呈しているのに対し、前側入り江は、 ~I，1;:;に開放的 で

ある。
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形態特徴発生の要因・

l 敷地南側の植栽は、採石保業終了時アメリカン・アグリゲイツ社に

より施されたものであるため、土地再生時にはかなりの大きさに成長し

ていた。この植栽には 2つの刺点があった。 lつは、敷地南側にあ った

数戸の住宅を考慮した緩衝仰のためであり、もう一つは、南側を流れる

ホワイト・リバーへの表水侵食を防ぐためであった。(アメリカン・ア

グリゲイツ社の意識が、ぼぼホワイト・リバー河岸保護のみに注がれた

ことは、終業直後の航空写真により、敷地の他の部分には全く櫛殺が施 図IIB-36a

されていないことからもわかる。)

2 岬状地形の j七割IJでは、採石操業が早々に中断され全ての操業が敷地

南側へ固されたた。このため敷地北側には、僅かながら既存相生が残存

したことが、採石操業中の写真からわかる。 これが土地再生の時期まで

に成長したのである。

「図象の形態的特徴J

l敷地南側に集中する高木群

2.敷地内の槌生のかたより

「図象化された採石跡地の特徴J

ホワイ卜 ・リバーへの表水位食防止

北側操業の早期引き上げ
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サンラゴィ一一 ・ ポイント

建築分布の平面図象 図IICl-lOa 

図象の形態的特徴:

l 敷地東側に集中し、ホワイ卜・リバー沿いには分布しない。

2.水際線に並列し、原曲した形状を繰り返す。

特徴の要因

l 住戸の配置が敷地東側に集中した要因の 1つは、採石操業において

プラン ト設置位世が束よりにとられ、敷地西-slIJがホワイト・リバーとの

境界部分を除いて、全て採石j梓として掘られたことである。

しかし、敷地北側の、比較的大きな残存地に住戸が配置されなかったの

は、採石操業の結果もたらされた地旋レベルの違いによる。採石滑の北

側は、部分的に剥離表土などの増税丘がつくられた以外はもとの 720

-7 2 4フィートレベルの地盤のままである。これに対し、東側のプラ

ントm地であった部分は、砂利の保管、残余砂の堆績などの結果、採石

終業時にはもとの 725フィー卜レベルから 735フィートレベルにま

で上がり宅盤として有利な部分となっていた。

2. 全ての住戸を水辺に配位することがサンディー ・ポイントの基本計

画であったため、全体に 「く」の字に服 lJJlする湖水の形状、新しく据ら

れた入り江の形状を、住戸の並列配iEが反復している。而白いのは、住

戸の配列によって水際線の平而形態が反復されただけではなく、その立

体性ゆえに、敷地内の空 11日分節も生じさせていることである。

「図象の形態的特徴」

l敷地東側への集中

2.析り重なるくの字型配列

「図書l化された鉱石跡地の特徴」

プラント川地位位

「く 」の字型探石滑の}{;状

Jfrたに保られた入り江の形状
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舗装面の平面図象

図象の形態的特徴

l 敷地へのアプローチは南側ーヶ所である。

2 敷地東側境界に沿って南北にf'l'びる線形と、岬地形上にや1'びる革路

のT字形で構成される。

形態特徴発生の要因

l 敷地東側境界に沿う車路は、採石操業中、搬出入路として月H、られ

ていたサウス ・リバー・ロードの形状をほぼそのまま踏襲したものであ

る。しかし、この動線に対する土地再生計画の大きな変更は、それが南

北に通過する共有iTJJ線であったのが、北側で行き止まりとされ、敷地内

車路に転用されたことである。理由の一つは、ベイ・ディベロップメン

ト社が鉱石場跡地の土地再生に対して、 一つの湖水を一つの住区が専有

するという意匠上の意図を持っていたこと C*18) 、もう一つの~図は、北

東側に隣接する採石坊が他のディベロッパーにより購入され、かっ採石

操業も停止し、サウス ・リ バー・ロード自体が、{也の採石場への交通機

能を担う必要がなくなったことにある。

「図象の形態的特徴」

l南側ー ヶ所の進入路

2東側境界沿いのI!I路

水域の平面図書l

図 書l の形態。~J 特徴 ・

「図象化された採石跡地の特徴」

北東に隣ti:'する他の採石坊の閉鎖

掛lW入路のj1f利用

1. I く 」 の字に i山がる湖水形状の'1'に 「 く ー の字 に 1111 がる自IjIJ也}~が突

き出す。

2 仰の北側の入り江は幅広く、 I百四1)の入り 11は伏い。
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形態特徴発生の要因

1. 全体に「く」の字型に凶l折する湖水形状は、1*石跡地に残されてい

た採石滞レイク Cの形状をほぼそのまま継承したものである。しかし、

その湖水の中に突き出す形の岬状の地形形態は、土地再生において新た

にっくり出されたものである。

理由の一つは、ディベロッパーが採録で残された大きな氷河石挑(*19)と

その周辺に放積されていた残余砂に着目し、敷地をくサンディー・ポイ

ント〉と名付け、岬地形をつくり出す地形造成の計画がたてられたため

である。

また物理的な要因として、この南側の入り江部分は、敷地中央に設位さ

れていたプラントからの残余砂が集中的に放積され湿性、軟弱な地犯で 図IIB-43a 

ありで住戸建設に適さない部分であったことがある (*20)。

2 しかしこの南側の入り江は、非常に荊川、ものとしてしか実現されな

かった。要因の一つは、それが 2本の送 f包括l鉄塔の問を縫 ってつくられ

たためである。北側の鉱石榊も、 2本の送電線鉄絡の Illlを撮り進めたも

のであるが、この場合は送電線に直行する形をとっているため、鉄路の

間隔幅いっぱいに採石潟の阿がとられた。これと比較して、南側の入り

江は、送屯線と斜めに交差するサウス・リバー・ロードにそって抑り:illi

めなければならなかったため、この際な剤n、入り江となった。

全体に「く」の字に 1111がる illl水形状は、採石消の跡地地形をそのまま純

承したものであるが、新たにつくられた州地形の 「く」の字は、 l既存鉄

塔の位位が再度彫響して発生した if~ !!!¥である。

「図象の形態的特徴」

卜「く Jの字にJlIJがる

湖水形状

2. Iく」の字に1111がる

岬地}f3

「図象化された採石跡地の特徴」

ホワイト・リノ〈ー沿いの

tii石j昨の形状

新たにlF.I.られた南側入り江部分

への既存鉄骨?の~~時
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Ii[生分布の平面図象

図象の形態的特徴・

l ホワイト・リバー沿いに高密な高木群が分布し、敷地を聞い込む。

その線形の形状は、そのままホワイト・リバーの蛇行形を反映している。

2.敷地内部では、散在的であるが、岬地形の水際線に沿って高木が分

布する。

特徴の要因

l 河川と採石講を分離するために、アメリカン・アグリゲイツ社が河

川沿いに残した残存地は、採石以前からの植生を保存し、帯状の高木1:下

が残った。東側に大きな破断点があるのは、 ドレッジンクをホワイト ・

リバーから引き入れるために切断し埋め戻した部分が、後年の河川氾il¥i

時に崩壊してしまったためである。 (*21)土地再生においては、更に河川

沿いの残余地の崩岐を防ぐために、この残存緑地の最大限の保存と、河E

木類を新たに植栽することによる、表水侵食防止を行った。結果的に、

河川沿いの残存緑地は密度と述続性を高め、河川の蛇行形に沿った線形

形態を明確に反映することになった。

2 岬地形の水際線に沿って高木幹の分布がみられるのは、陸部の大半

はプラント用地、砂利の保管地、また殿山入交通に重点的に利用されて

いたのに対し、採石11'可周辺は苦しされず、採石操業中に自然相生が発生し

たためと考えられる。特に、自Ip地形の「く」の字の 1111折占に25木の繁み

が観察されるのは、送電線鉄広周辺が百Lされなかったためである。

「図書lの形態的特徴」

l河川沿いの高木線形Jf;im

2.岬の輪郭をなぞる高木分布

「図書1化された深石跡地の特徴」

河川沿いの陰地残存

n石操業における重点的使用部分と

未使用部分の対比
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マディソン・レイク0-国

建築分布の平面図象. 図IIC1-l2a 

図象の形態的特徴

l 湖水北側の西、中央、東の三点を形成する。

形態特徴発生の要因

l この三点が施設配置点として意匠上選択された理由は、切羽而と深

石溝との各々異なる特徴的関係、形状による。即ち、採石機器が生んだ

3つの特異点が強調されているのである。ビジター・センターの位出す 図IICl-lla 

る切羽蘭は、その中でも最も典型的な形状であり、ショベルの問西移動

によってつくられた、直線かつ垂直の切羽面である。東側の休息所のあ

る部分は、既に述べたように、このショベル操業が中断されたためにで

きた鎚 i~ の切羽面を残している。一方、西側のシェルターのある部分も、

鍵形に湖水に突出した部分であるが、これは隣地との境界線との!切にト

ラック走行路をとるために残された地形である。

「図象の形態的特徴」

建築施設の 3点

舗装而の平面図象。

図 象の i~ 悠的特徴。

「図象化された採石跡地の特徴」

採石による 3つの特災地形の位fd

l 入悶絡は、敷地北東 1{)よりとられ、敷地北制IJにItI路、駐車場が集中

している。

2. 散策路も中央仰$に{'I'びる部分を除いて全て、湖水:lt仰lに集中し、

監地図制IJより束m'Jまで:w:西に長<{'I'びる。
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形態特徴発生の要因

l 現在駐車場、車路のある部分は、プラント敷地と剥線表土保管のた

めに残された未採掘部分である。

入国路が東側オリーブロードからとられたのは公図としての土地再生の

時点で西側のホラーロードが、第三1*石場の始業で閉鎖されていたこと

に起因する (*22)。

2 散策路が湖水南側にfi1Jびていないのは、現在のマディソン・レイク

公園が、更に南側の第三採石場をも含む巨大な湖水計画を持っているか

らである。東側湖水の南岸を形成する土堤も、土地再生第一J91の仮設的

なものとして造成されたものであり、地盤もゆるく、散策路、展望台な

どの設置はされなかった。

「図象の形態的特徴」

1.2北側による T字形動線

水域の平面図象

図象の形態的特徴・

「図象化された採石跡地の特徴」

北側に未採掘部分、南制IJに採石滑

をとる採石計画

マディソン ・レイク公図の湖水は、 ドラッグラインによる採石i/Iiの形態

をそのまま反映し、 lまぽ矩形に近い幾何学的形状をしている。採石技術

の要因のみから考えれば、完全な矩形となるはずの採石「昨がむしろ数カ

所で歪んだ形をとっている。逆にそこに読み取るべき特徴がある。

l 湖水は、西側の小ilJJ水と東側の大湖水の 2つに分かれる。小湖水は

ほぼ矩 J~ に近いが、大湖水はより不 χ }f;である 。

2 両湖水とも敷地問側に寄り、敷地北側 1/311皮が陵地である。

3 小湖水は、北西 f~ に突部があり、同西 il) に水レベルに近い岩捌があ

る。

4 大湖水は、西岸に大きな~山部を持ち、北京 il) は鍵型の入り込みが

複数ある。南岸は、*西有Iiからやや傾いている 。
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形態特徴発生の要因

l 湖水が東西に分かれその問に陸部が残ったのは、採石の時期が約 l

O年異なっているからである。アメリカン・アグリケイツ社の採石は、

最初 19 5 0年に敷地西側のホラーロードに接する 5. 6ヘクタールで

始められ、東側は 60年代に入ってからの採石操業である。西湖水がほ

ぼ完全な矩形をしているのは、 50年代の第一採石滑が最大限に拡張さ

れたからである。第二採石滑は、採石の途中で、操業が中断されたため

( 1 9 7 4年の土地再生協議)、ショベルの往復運行による複雑な入り

込みがそのまま残された(*23)。

2，第一採石場のホラーロードからの般出入路が、北よりからとられ、

プラントも北寄りにとられたため、敷地北部に未採錦部が残った。

第ー採石坊の搬出入路、プラントが北寄りだったため、第二採石坊の剥

離表土保管地も表土移動の効率から、敷地北側にとられたと考えられる。

3 西側小湖水の北西角の突部は、敷地境界線に起因し、直線的である。

南西角の突部は、トラック斜路がそのまま残され遠浅となったものであ 図II8-49 

る。

4. "'<ディソン・レイク公図の核となっている島状陸部は、 トラック交

差走行路として利用されていた部分が残存した地形である。このトラッ

ク交差の空間と敷地東側の量1)般表土保管地を残 して、採石1昨は東西方向

に目いっぱい広げられた。従って、白状陸部の北制1)の入り江も切羽而に

より四まれている。

第二探石h'liの北東角は、 1 9 7 2 11'の航空写真によると、 l況に表土華1)総

が済まされており採石消を広げていく部分であった事がわかるが、土地

再生決定により、鉱石が中断されたために絞った特有な形である事がわ

かる。

「図象の形w.的特徴」

1. 2つに分離した湖水

2.敷地南側に広がる湖水

「図象化された鉱石跡地の特徴」

第一鉱石坊と、第二tt石場の時 1I目的

ずれ、工法の担J;/~

プラント設置、剥離表土保管{立位
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3，4，7]<際線に変化を与える凹凸

liIl生分布の平面図象。

図象の形態的特徴

中断されたショベル工法

トラック斜路の位置

l 高木分布は全体に非常にljiであるが、敷地西側、来仰lの境界線上に

分布し、矩形のオープンスペースを聞い込む。

2，中央の岬状地に密な砕生があり、}!ミ湖水の南西から南岸にかけて、

ガマ、五I類の親水性湿地植生が広がっている。

形態特徴発生の要因

l 疎な高木分布と、周辺道路に沿い、隣地境界線沿いなどの線型の

(並木に近L、)高木の分布形状は、敷地を含む周辺段耕地の防風林並木

の形状である。むしろ、この 20年ほどの聞に周辺の宅地化により、防

風林のlJ'r子形態が崩れてきているのに対し、敷地の方が矩形j辺地の特徴

をよく残している。矩形を強制する西 ~I) の高木 11手は、l*石場以前から残

存している防風林であり、*制1)オリーブロード沿いの並木は、敷地l>lW

に寄せられた剥離表土地獄に発生したものである〔本24)。

2 これとは対象的に、公闘内部の11木11'$と来湖水両岸坊の高木111-は、

公閲意匠の一部として配置されたものなので、明らかに上記の級JfJ分布

の形とは奥なっている。この敷地中火の高木11'Fは、第一採石場と第二採

石場の境界部分を示している。耳UIJ)水nJi芋に、湿地性継物が広がってい

るのは、他の湖岸が、 n石1持切羽而の水際であるのに対し、ここが、人

工的につくられた土塊であり、泣かな表土と、級斜而となっていること

に起因する。また、関東f!JのilU出41?を現しめたj!:l浅の地JfJは、ここが採

石櫛へ降りるタノプ耳H告であったことに起因する。
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「図象の形態的特徴」

l 矩形のオープンスペース

2 南側、東側の線形総生

「図象化された採石跡地の特徴」

良地を転用した採石場の敷地形状

純生に適した地質の

敷地境界への集中
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そY' • クコ「リ一一

建築分布の平面図象.

図象の形態的特徴。

l。住戸分布は、南北に長く、敷地中央に集中している。

2.敷地西側を、北から南にかけてー列に並ぶ住戸分布と、その東側で、

円環形にまとまる住戸分布がある。

形態特徴発生の要因

1. 敷地は西側は，採石操業中も全く手をつけられなかった河岸沿いの

高密な高木植生があり、それを、土地再生においても最大阪に保存した。

このため、河岸に住区住民のための小さなボートデッキを設けた他は全

く何の建造物も配註されなかった。一方、敷地東側は、採石滑の中でも

最も高低差のある切羽而が立ち上がる部分である。土地再生における地

質調査から落石などの緩衝干i?として、切羽前からの距艇を 30メートル

以上取ることが計画されたため付25)、住戸は全体に採石椛内部でも、西

よりに取られることとなった。

2 南北方向に縦列する住戸の列は、鉱石消の西側、未採据部分に沿っ

て建てられたものである。 J& Lスヌーファ一社の採石悦w:削は、敷地

内いっぱいに広げられたため、1%石1持外部の同地(元の地表レベル)で

図IICH4a

住戸が配位できたのは、この部分と、プラント川地として残存した部分 図IIC1-l3a 

のみであった。結果的に、採石械の凶 ~IJ 境界の輸部を、住戸の列が、改

めて形態化することとなった。 Iフリッジ」のアプローチから見波した

とき、また、特に敷地南側からのアプローチから見渡したとき、この住

戸列が1*石潟西明IJ;を縁どり、東側の市直11;uliとnI.Gして3i'_IlUを四い込む

筏覚的効果をもたらしている。

一方、採石構内部は、シオト・リバーなどの股引は得られないが、広く

平坦な地形であり、かつ石灰岩ft'fそのものであるので、最も ill設に適し

た部分であった。耳~~IJ 切羽而から 3 0メートル帆の緩衝fi?を除いても、
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3. 3ヘクタールの広さがあった。従って、住戸間隔を充分とった、自

由な配置が可能であり、一列に並ぶ採石潟西側の配置と対象的な構成を

もっている。

「図象の形態的特徴」

l敷地中央に集中し、

南北に長い分布

2南北に並ぶ住戸列

円環をなす住戸配位

舗装簡の平面図象:

図象の形態的特徴:

「図象化された鉱石跡地の特徴」

西側河川|沿い未採掘と、-*側が

最も深い採石溝形態

採石1持西側の輪部

採石滑底官官の位置

l リバーサイド・ドライブには、北、中央、南の 3点で銭絞する

2 敷地南側 2/3で環状形を形成し、北側では行き止まりである。

形態特徴の発生の要因.

1. 東側幹線道路への接続道路がこの 3点になったのは、採石跡地の地

形から、必然的な結mである。 Jlllちこの 3点のみが敷地内 で未採品目であ
り地表レベルのまま残存していた部分だったのである(本26)。北側のオフ

ィス部分は、北側の採石滑が耳TIり残した敷地北附の残存地 である。中央

のアプ ローチは係石プラントへの飯山入絡があったため、北仰HJ石椛と

南側探石t悼のl自に残存した部分である。 そして開制1)のアプローチ部分も

同じく 未ti:鋸部分である。

これは土地利用の図と地の反転とも 言 うべき現象である。ti:石t:l¥i!/:i'1'は、

鉱石11可部分が土地不umの対象であるが、土地再生では残存した部分のブJ

が、取路や、建築配訟の対象となる。 この結果東側幹線巡路から見ると、

一つの異なる敷地、北側オフィス 「クオリー・プレイス 」と、 Nl仰lの

「ザ ・クオリーJが南北に隣あって並んでいると認識される。
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2.南側の環状線の車路配置は、南側鉱石構内に仮設されていたトラッ

ク走行路の位置を再度利用したものである。これにより、鉱石操業中と

同じ線形が現れなおしている (*27)。

この線形は、 トラック走行路がそうであ ったように、西側の法面下に沿

って走るものであり、従って、その法而形状を表している。北側で、革

路が二股に分かれて行き止まりになっているのは、採石操業初期にシオ

ト・リバー側への僚出路がとられていた位置であり、土地再生で埋め戻

し部分である。また、敷地問曲11の車絡は、採石操業中にmいられていた

トラック車路が南{Jlilの敷地外へぬけていた部分であるが、土地再生にお

いては敷地内で車路を完結させる必要があり、南側へ11通することはな

かった。

「図象の形態的特徴」

1. 3つの敷地への進入路位世

2南側の環状形の車路

植生分布の平面図象

図象の形態的特徴:

「図象化された1*石跡地の特徴」

採石において未採好，に終わった残存

部

南側tli石摘内のトラック 111路

採石li昨の輪部

l 敷地西側に幅広い白骨Jな純生分布がある。

2 東側lリバーサイド・ドライブ沿いに線形の高木分布がある。

形態特徴の発生の要因 。

l 西側の他生は、敷地がtJ石場として幸11J日される以 liijから、シオ卜・

リバー沿いの河川敷に発生した日木l!fであり、 tli石操業中もほとんどそ

のまま 保存されたため、 ~I， 1~ に高密な抗生として残った部分である。ち

ょうどこの値生分布の平而形態が、丘陵mから河川水際線までのJiUの低
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地部分の形態を反映している。言い替えれば、敷地内で他生分布のなく

なった部分がもと、段丘があった位Irlであり、西側の儲生との境界が、

もとの段丘の崖際線の形状を反映していることになる。

2 来剖IJの線形の高木若干は、採石滑切羽面とリバーサイド・ドライブの

聞に残存した僅か 12メートルf1の地上部分に発生した高木槌生である。

J & Lスヌーファ一社の採石は、主に今世紀の前半であり、敷地内に表

土保管はほとんどされなかった械である。しかし、採石跡地の地形図を

観察すると、この東側の未~仮部が i置かに周辺より高くなっている 。 こ 図IICH3a

れは、剥荷量表土保管の対左右t丘というよりも、切羽面が来制IJに進行し、最

後に残った剥離表土が、そのまま放位されていたものと考えられる。そ

れでも、全く表土のない採石滑内部よりは保湿性が高く、組ï~ミが自 然、に

発生していたであろうことが、採石 中の航空写真からも理解される。土 図II8-58 

地再生では この植生が保存され、更にリバーサイヂ・ドライブの騒音に

対する緩衝帯となるため、新たな梢裁もなされた(*28)。

この結果、この平面図象に見られるような明確な線形分布が形成された。

「図象の形態的特徴」

ト西側高密植生と中央の

無材'i!E部分の境界線

2. *仰l の科!I~ 植生

「図象化された採石跡地の特徴」

深石iI'Ii西側の境界形状

~石 j昨東側の境界

-131 -



ウォーータ一一て7 一一ク

建築分布の平面図象

図象の形態的特徴:

1. 建築分布は、敷地北境界線沿いと東側に 2分している。

2.北側オフィスは直線上に並列するが、東側集合住宅は、より変化の

ある配置がなされている。

形態特徴発生の要因

l 直接的には、土地再生の時1i¥J的ずれに起因する。しかし、この時間

的ずれは、北側が量IJ:綾表土保管のための陸部、東側がプラント用地とし

ての陸部であったという陸地残存の相終に基づいている。この境界を形

成したものは、北.s!IJU S 3 3号線からのトラック燃出入路の位泣である。

2 オフィスパークと、集合住宅というm途の相異もあるが、最も大き
な要因は、オフィスパークが 1980年からの消極的土地売却だったの

に対し、束.s!IJ集合住宅は、1*石場跡地の地形を生かそうとする積極的地

形意匠が試みられた点にある。

「図象の形態的特徴J r図書t化された採石跡地の特徴」

l 北側と束制IJ に二分する述築r.~ トラック飯山入路の位u1:

2. ~t側と来世IJ の建築配置 J~ の相違 典なる性怖の土地再生

餓装而の平面図象 .

図書lの形態的特徴.

l 敷地雨明IJを大きく湾1111する 1 6 7 0がよる。

2 敷地内車路は、敷地北側l に述絞して並ぶ小さな進入路の I:~ と、数 J山

北東のウォ ーターマーク ・ドライブに張りj.Jく市路とに大きく 2分され
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る。

3 ウォーターマーク・ドライブは、敷地北側と、来 ~IJ を接続する形を

とる。

形態特徴発生の要因

1. 1 - 6 7 0は、曲率半径の大きい高速道路に典型的な形であるが、

この曲線はまた、シオト・リバーの蛇行曲線をも反映している。なぜな

らば、道路基礎の強度を得るためと、地控埋め戻しの盛土訟を段小限に

抑えるために、採石h'liとシオト ・リバーのl切に僅かに残されていた剥能

表土のための細い残余地が路線位irtとされたからである(*29)。実際、数 図IICl-l5a 

地北西角で US 3 3号線から分かれた道路は、即座にゾオト ・リバー沿

いの残余地に波り、その上を追うようにして 1- 6 7 0へつながってい

る。以上のような地盤強度に閲する P:JIIliがなければ、 US号線から、 I 

-6 7 0インターチェンジまでの路線は、敷地西端角よりいきなり1*石

滑中央部(烏地形のある辺り)を繊切ったはずである。

結果的に、 1 - 6 7 0が出来たことで、北岸から整地された道路側斜面

の辿絞面が身近に感じられるようになり、敷地が、シオト ・リバーの湾

曲がより明確に視覚化 された。

2 敷地北岸の 開発と、北東側ウォーターマーク ・ドライブでは、土地

再生の時期が異なるのが lつの安閑である。もう一つの要因は、北).;，の

開発は、lj1に US 3 3号線に接するということから消極的土地利用であ

り、ウォータ -7ーク ・ドライブを中心とする北東側のプロゾエクトは

杭極的土地再生である、という計画臼休の性的の相迫にもある。

3 ウォーターマーク・ドライブの位 ì~l と形態は、グランドビュー採石

場の殿山入用引き込み紋のあった似i11と、 US 3 3号線から l凪られた北

側のトラック走行路の位iEをほぼそのままjt， Mしている。

引き込み線や、プラン ト の設 i世位 íll が北京 ~IJ にとられる操業形態が取ら

れ、ここより以西は、すべて砂利採石川として婦られてしまったため、

結果として土地再生における敷地内車路は、引き込み級とトラック走行

路以外に選択の余地がなかった(*30)。またこの敷地北東側には、プラン 図II8-64c 
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卜から排出された残余砂や、剥厳表土のl1t積もあり、これらにより、道

路地盤を形成するのに有利であった。

「図象の形態的特徴」 「図象化された採石跡地の特徴」

l敷地南側の大きな湾曲線形 シオト・リバー沿いに残された

未採掘部分の形状

2敷地北側にと東側への 敷地北側は、単なる表土堆初であり、

二分 した形態 東側は、プラント用地

3ウォーターマーク・ドライブ 東側の殿出入用引き込み線、

の位置と形状 北側のトラック走行路の位置

水域の平面図象 。 図nCl-16c

図象の形態的徴

l 中央の湖水は、南剖1)に大きく湾i幽する水際線を持ち、北側で、突堤、

入り江などのある複雑な水際線を持つ。

2 湖水中央に L字形の島地Jf5が一つあり、湖水北東角へ突堤により聖書

がれている。

形態特徴発生の要因

l 湖水市岸は、高速道路 1-6 7 0によって切り取られた形であり、

単純な 1111紋となっている。

これとは対象的に、北岸が、~tJ、入り江の多い入り組んだ}f5を持って

いるのは、土地再生後の開発がすべて北Hlと、!.I!J羊にm'~I' したからであ

る。要因は、プラン卜位位により敷地北東側に未録保部分が残ったこと、

敷地内への進入路がUS 3 3号線とグランドビュー・アベニューからし

かとることができなかったことにある。この様な経糾から、中央のよ占j也

Eへの突淀も、必然的に:ll岸から 1'1'ばされ、同時に集合住宅とオフィス

パークの|自に緩衝空間をつくるために、新たに入り江が造成され、さら
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lこ凹凸が北岸に付加された。

2 中央の L字型島地形は、採石後、東西方向に残っていた 2つの剥離

表土堆桜丘を、土地再生において、一つの島としてしま ったものである。 図nC1-l5

この堆積丘の形状は、東西方向に往復したドラッグラインの運行形式に

起因する。これは、周辺の砂利採石場に残されている堆桜丘の形状か ら

みてもわかる(刈1)。採石中のゾオト・リバーの氾濫を防ぐために華1)離表

土はまず、シオト ・リバー沿いの土堤の地強にあてられたのであり、そ

のためには、東西方向の採掘進行が段も自然であったと考えられる。

「図象の形態的特徴」

l湖水南側の単純な曲線と

北岸の入り組んだ水際線

2.湖水中央の L字形島地形

植生分布の平面図象'

図象の形態的特徴

「図象化された採石跡地の特徴」

プラント用地が北東側にとられ

敷地南側は、すべて採石された経粋

来西方向のドラッグライン採石運行

l 敷地南側境界線シオト・リバー沿いにのみ高木が述絞し、敷地のそ

の他の部分には、ほとんど緑地がない

応態特徴発生の要因・

i 敷地内に緑地がほとんどない要因は、 一つには、今世紀前半の土地

再生llli念のない時代の採石操業により、敷地いっぱいに探石消が広げら

れ、また、革1) 離表土の敷地内{~tiも完全にはなされなかったことにある

(月2)。

敷地は元々河川敷氾法原であり、鉱石崎となる以前の敷地の航空写真か

図nC1-l6d 

らも、採石滑拡張を左右するような日木の植生は、シオト・リバー沿い 図nB-66a 

にしかなかった。
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「図象の形態的特徴」

ト敷地南側の待状の形怨

「図象化された1*石跡地の特徴」

シオト・リバー境界まで

広げられた採石滑輪郭
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建造物の平面図象。

風景要素としての建造物は、その個々の形態より分布としての平面図象

の特徴、集合の仕方、集合体の輪郭などに、敷地の特性を反映している。

上記 B事例の分析をその反映の仕方から観察すると、次の 3つを重要な

特徴として挙げることができる。

i 採石消の宅盤への利用による、採石棺輪郭の明確化

地上乾式工法の採石場跡地の場合この傾向がみられる。特に、土地再生

が住宅地開発などの場合、多数の建造物が集合体として現れ、その集合

体としての形状が採石械の形態を映し出している。地上乾式工法の場合

は、敷地内に採掘が行われた部分と、プラン卜m地、あるいは全く鉱石

操業が行われなかった部分と両方の部分において、住戸建設が可能であ

るが、いずれの事例でも採石減であった部分に、住戸が集中的に建設さ

れている。ザ ・パーク、ラークスパー ・ランデイングがその例である。 図IICl-2a 

その要因は 、 採石操業自体が、住戸配置に有利な宅~を形成しており、 図IICl-6a 

周辺の残存地を荒田に施備するより経済効率がいいからである。

この様に乾式地上採石跡地の土地再生には、 ill造物の分布位iuで敷地内

で採鋸された位置を示す傾向、建築物集合の外形として係石滑の形状を

反復する傾向がある。

2 保石71'1i外周に沿う illi1i物同日i世による、採石川輪郭の lリJTlli化.

一方水町下111式保石が行われた鉱石場跡地では、基本的に湖水内への ill

築物NeiUは困難であるため、車;1;採として鉱石淑の外周に illi1e物が集中す

る。しかも前者の鉱石情内初への illjij"物集中の助合より、更に iリJulliにそ

の外形を反映する傾向がある。その大きな要因は、多くの場合米111属部

分として残存した陸部はほとんどプラント用地のみであり、その限られ
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た面積になるべく多くの建造物を配置する結果、1*石溝いっぱいに建造

物が建ち並ぶためである。もう一つの要因は、ミスティック・ベイ、サ 図IICl-9a 

ンディー ・ポイントなどにみられるように、水際線の別府が住宅地の個 図IICHOa

性を与える要素と してみなされやすいからである。この場合は、列状に

住戸が配置され、直接採石Il'liの形態に沿うこととなる。

この様に湿式水面下採石跡地の土地再生には、採石j梓外周に建築物がill

ち並び、1*石講の輪郭を建築配置として反復する傾向がある。

3 特徴的局部地形に沿う建築配置による、採石特異部分の反映

シャ ドークリフ公闘やマディソン・レイク公闘などの場合、少ないill造 図IICl-4a 

物が点在す るのみであるが、その配位位置が採石跡地地形の特 ;t~ な部分 図IICl-l2a 

を表してい る。その最も典型的な例が、マディソンレ・レイク 公闘の 3

つの休息所である。またシャドークリフ公閣の場合に様に、水没してし

まっている水面下の深石跡地地形が、間接的に水泳場、ポート桟伐とい

った異なる機能の配列に反映していることもある。

この様に土地再生には、特徴的な局郎地形に着目 し、その部分に建築物

を配誼することで再度強調する傾向がある。

上記のいずれの場合も、注目すべきことは、本来地形の起伏だけである

採石滑の形状や、その他の地形が、 3次元的な高さのある ill造物の配iE

形態として現れ、それが敷地内の笠1m分節や見通しなどを強く規定して

いく ことである。建造物が集合している場合は、その集合体が聞い込む

空間が地形の形態であり、少数のill造物が点在している場合は、風j;tの

中に焦点を与えているその部分が特徴的地}f;のあった部分であったりす

る。言い替えれば、建造物分布の日1I り:1\す~Ii\J 桃成として、鉱石操業の

経仰が再び現れているのである。
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舗装函の平面図象.

土地再生の風景権成において、 多くの場合線形要素として地表面に現れ

てくるのが、この舗装面である。上記の分析で個別l的に観た、I!I路、歩

行路などの舗装面の図象は、採石操業の経緯をどの様に反映しているか、

という観点から、次の 2つに大別することができる。

l 搬出入路の車道への転用による、その線形の明確化

分析でみた 8事例ほとんどにおいて、敷地内への入口、 あるいは敷地内

を通過する幹線道路は、採石操業において僚出入路として仮設された交

通絡をそのまま踏襲するかたちで辺設されている。

その要因は 2つある。

lつは、ザ・クオリ一、シャドークリフ公図、ザ ・パークの場合のよう 図IICl-2b 

に、保石による大規模な地形改変の結果、敷地内への車両交通を許す部 図IICl-4b 

分が、搬出入路以外選択できなくなっている場合である。特に、ゾャド 図IICH4b

ークリフ公園でみたように、大型トラックの走行路として長年綴iiEした

僚出入路は、特別の地旋盤四!の必要がなく、再度主要交通路として使用

することができるのである。

もう lつの要因は、ミスティック ベイ、ウォーターマーク、ラークス 図IICl-8b

パー・ランデイングの場合のように、物型的には他の部分に動似を設定 図IICH6b 

する可能性があったとしても、仮設道路周辺の整備が採石操業中に:illiん 図IICl-5b 

でいる結果、それをそのまま主袈交通路として用いることが、経済的に

有利である場合である。

この様に土地再生には、探石操業の m~ bfî 時点に様々な敷地特性の*~~か

ら決定された仮設道路が、恒常的な公的道路として回定化され、かつ舗

装により視 j:t的にも l列阪な風五~~訟として定析する傾向がある 。

2. 法面下に沿う車道計画、 rl:石1持外周に沿う耳Iill計画による、1*石1昨

形状の反映・

敷地内!li)}級として車両交通路が取られた幼合、その多くは1*石r持の平I師
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形をなぞる形となっている。地上保石の乾式工法であった場合は、車路

の線形は鉱石溝の内法を、水面下探石の湿式工法であった場合は、その

外周を縁取る形で線形が現れる。

前者の例として、ザ ・パーク、ラークスパー・ランデイング、シャドー 図IICl-2b 

クリフ公園が挙げられる。これは主に、車路がベンチカットの切羽面下 図IICl-4b 

を通ることにより、落石などに対する緩衝空間をとるという機能的理由 図IICl-6b 

による。特にラークスパー・ランディングで注目すべきことは、土地再

生で再度大幅な造成がなされ、採石j持の形状は地形としては変化したに

も関わらず、車両動線の円環形が、平而的形態として採石工のもとの形 図IICl-5 

状を残していることである。

後者の湿式工法の採石跡地の場合は、車両交通のiJjj}線がtli石工の外形を

縁取る。要因のーっとして、残された陵地部分が少なく、 tli石滑外周以

外に余地が無いという理由もあるが、ミスティック・ベイ、マディソン 図IICl-8b 

-レイク公園などの様に、高低差があり水際線でもある採石淑の外縁が、 図IICト12b

積極的土地利用を促す部分である、という理由もある。

この様に土地再生には、立体的な採石滑の平面形が、地表の上に道路線

形として再び描き込まれる傾向がある。

水域の平面図象 。

上記 8 事例の個々の水要素に r~J する分析から、その図象としての特徴は、

次の 2つに大Bりすることができる。

)，71<際線の地盤笠備による、水際線の Il!lWJJ，'mのiリl硫化・

湖水町の外形は、どの事例でもほぼ保有I持の外 R，を反映している。この

ことは、採石で生じた最も大きいsiえがu1i消そのものであることを意

味している。しかし注目すべき点は、人々がi.1t!!丙生で利!日する、もっ

とスケールの小さい特!Rな水際線の}f;jk は、 r~ (i工法、彼総の一般的地

形ではなく 、各敷地の事情に依って n 石操業 '1' に生じた特 !J~ 点であるこ
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とである。

その一つは、 トラック斜路、機総搬送路などの採石満内 と滑外を述絡す

る部分が半分水没し、特有な地形を残している場合である。マディソン 図IIC1-l2c 

・レイク公園の岬状の地形、ゾヤドークリフ公園のボート筏縞の設けら 図IIC1-4c

れた部分などである。

もう一つは、剥離表土の jl~m丘が大きな水面によって切り取られ、島状

の地形となったり、岬状の地形となったりした場合である。例えば、

スティック ・ベイ、ウォーター ・マークなどに見られる。しかも表土I佐 図IICl-8a 

積丘の形状は、採石機*iの速行方向を反映した方向に長く fillびる傾向が 図IIC1-l6a 

あるので、複雑な地形を残しやすく、土地再生において着目され、7l<'l:'

3告の外形の重要な部分として強化、悶定化されやすい。

この様に土地再生には、採石地 J~ にもとずく水際線の形状を、その特徴

的な形態に着目しながら、固定された風策要素として改めて形成してゆ

く傾向がある。

2 水要素の陵地からの明確な分離による、唆昧な水域の平而形態の!リl

確化.

土地再生における水要素に対するもう一つの処理は、 tii石の結果、唆昧

に現れている水要素を、一つの lリ]院な図象として分間tすることである。

その一つが、採石場内の表7)<JJr水の結果残された湿地部分を、 一つの要

素とし、かつ土地再生後の敷地内排水の機能をもたせる場合である。

ザ・パーク 、ラークスパー ・ランデイングなどでは、、鉱石械の対部に 図IICl-2c 

周辺の表水が集まる1見地部分ができている場合、それをJtj水池として訟 図IICl-6c 

設する ことにより、排水被 fì~ を効率化した例がみられる。その結果、底

に明磁で固定的な形状を持った7l<'l:'訟が現れる。

またザ ・パークでは湿地部分と混在していた排水経路を、一本の独立し

た排水路として楚偏した結巣、 iUliという名で一つの水32紫がIリHiliにつ

くられ、被敷地全体の焦点をつくり 11¥す風公要素として際立している。

この水域と陸地部分の分艇は、 tii石によってJtll下水がi'))き出している IFt

i1'Jでも観察さ れる。例えば、ミスティック ・ベイの*側水際線、ウォー
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ター ・マークの東側水際線は、残余砂堆積を除去し造成し直すことで、

攻昧な水域と陵地の分艇が整理された部分である。また、サンディー ・ 図IICl-9 

ポイントでは、明確な水際線を持っていても、砂地で湿地である部分は

全て掘り込まれ、細長い入り江とされている。

この様に土地再生には、採石において-s.発生した水要素や湿地部分が

唆昧な場合、より明確な一つの要素として分離し、明確な風景要素とし

て形態を与えて行く傾向がみられる。

植生の平面図象

土地再生後の植生分布、特に日木分布は採石跡地に残存した緑地を骨絡

とする。これは、もともと採石跡地にはほとんど緑地が残存せず、土地

再生における地盤整備、造成などの妨げとならないことや、行政の規制

により、残存緑地の最大限の保護が要求されていることによる。しかも

植生の成長度から言っても、残存杭生が土地再生後の植生分布の摘iiIを

決めやすい。

この様な背景から土地再生における航生の図書tは次の 2つの特徴を持つ。

l 残存総生の保存整備による、敷地境界沿いの線形緑地の明確化。

特に水面下の湿式採石が操業された敷地では、採石1持内を湖水となり表

土保管などの目的で残された敷地境界近くの未tn属部分のみが、制裁の

可能性を持つ。もともと誼U:J な地勢であり地域では、高木 m~ がそのわず

かな残余地に高密度に集中して残存する。特に、保規制の~&い;u土が JH

liiされているためこの傾向は更に j判長される。特にウォーターマー夕、 図IIC1-l6d 

サンディー ・ ポイン ト 等の事例の憾に河川が隣筏する~)合は、必ず隣筏 図IICl-lOd 

する河川の蛇行形を非常に高街/.[の線Jf;の日木1:'1で反復する。なぜなら

ば、河川の増水氾濫を監理するため特に似霊に表土J!Eii'iと縮生の保存が

なされているからである。土地再生では、この残存純生を1&大 H~ に生か
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して敷地全体の植栽計画がたてられる。

この糠に土地再生には、敷地境界沿いに残存した、あるいは発生した植

生を改めて整備し、その紙!i~を風f;(2!J素として形成する傾向がある。

2 採石溝内部の緑化による、採石 li時輪郭の明確化

地勢が乾燥性であり乾式地上採石が行われた採石跡地では、採石滑の形

態が新たにその内部に植殺された植生分布の図象となって浮かび上がる。

特に乾燥地域であるラークスパー ・ランディング、シャドークリフ公悶 図nCl-4d 

などでは、土地再生という名目で重点的な植栽が行われた結果、高木の

見られない周辺の植生とは対比的な、密度の高い植生分布が現れて いる。

特にゾヤドークリフ公闘では、土地再生によって湧きwした地下水を川
いた大規模な散水が行われた結巣、周辺とは累積の槌生が発生し、視党

的にも明確な形状として現れている。ザ ・クオリーでは、植殺された槌

積が周辺植生と同じものであっても、ti:石構内に集中的に高木が総裁さ

れた結果、地中に沈み込む高木許としての形態を現し、印象の強い風景 図IIB-55 

要素となっている。

この様に乾式地上採石跡地の土地再生には、採石構内部lへ集中的な植裁

が施され、周辺の櫛生分布と妹 校の対比により、保石滑の輸事11が表さ

れる傾向がある。

上記 3つの特徴全て において、特に高木の分布図象は、 ill造物の分布図

象がそうであったごとく、それが刊さを持つ 3次元的形態要素であり、

敷地内の空間分節の効果をもたらす。{ilJえば上記の lの場合は、敷地境

界の形態が、 2 の犠合は鉱石 I昨の J~ IL~ が、 :&:11日分節の J~ として何度現れ

ているのである。

以上を、土地再生計薗に現れやすい傾向と、その結mもたらされた形liJl
的効果としてまとめると下記のようになる。
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「土地再生計画の傾向」 「形!i!'的効果」

[建造物分布の平面形態]

l*石溝の宅盤への利用一一一一一一---'>..鉱石滞輪郭の明確化

採石滑外周に沿う配置一一一一一__;，.採石滞輪郭の明確化

特徴的地形への建築配置一一一一一与~石滑輪郭の特殊部分の反映

[舗装商の平面形態]

般出入路の車道への転用 一一一一一与殿山入路の線形の明磁化

法面下に沿う車道計画一一一一「ーム採石法面の平面形の反映

採石潜外周に沿う車道計H-i@ -----l 

[水域の平面形態]

水際線の整備 水際線の曲線形態の砂Hiri化

水要素の明確な分離 ¥唆昧な水境の輪車日明確化

[植生の平面形態]

残存緑地の保存霊備 、敷地境界に沿う線形緑地の強化

鉱石滞内部の緑化 、採石滑輪郭の切除化

この形態的効果を「地表への図象化」と呼ぶこととする。

保石で発生した唆昧な平而形態、あるいは地}~変化の平而的特徴を再度

明確な図象として地表に定着させる効果である。
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1. b 士也升主主升三三児畏 α〉タテキ斤

採石場跡地の地形図と土地再生における地形計画図を比較分析する 。

これにより平面形態としては現れにくい、斜面、凹凸といった地形形態

の変化を、考察する。

土地再生では、環境保護などの条例規制や経済的理由により、跡地地形

の大幅な地形改変は見られな L、。しかし、跡地の支般滅裂な状況が一つ

の全体牲を持つ風景へとまとまる過程においては、小さいスケールなが

ら重要な地形の変化が現れている。それは、地形がより明確な要素に分

節してくる変化である。

跡地地形には、大スケールの土地の起伏から小スケールの起伏まで、様

々なスケールで断片的に散在しているのが明かである。土地再生は、形

態的にはこの断片的様相を明確な主要要素にまとめあげる段階として観

察することができる。

これを「地形の分節化」と言うこととする。

分析の方法

分析の方法としては、地形の斜度のみに着目する。なぜならば、地形は

連続的に変化するため、傾斜角何%以上を斜面何%以下を平而とは言え

ず、地形が大きな平面や斜而へとまとめられる過程は、敷地全体の地表

レベル分布図や斜度分布図の比較観察が有効だからである。

具体的には G 1 S (Geographic Information System)をmい、次の手 JIIi1
に従って分析図等を作成し、土地再生前後における変化を考若干した。

1 )敷地の地表レベルを G 1 Sにマトリックス変数として入力する。こ

の時、地表レベルは全てフィート単位で入力する 。なぜならば資料とし

て用いられる実測地図がすべてフィート表示であり、これをメートル表

不に直すと G 1 Sが整数しかがin:しないため変数の数が減少し(1メー

トルは約 3フィート〉、細かL、地表変化が分析しにくい為である。
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2) r標高地図 jの作製:各変数(地表レベル)に対応する凡例パター

ンを決め、 「標高地図」として印刷する。この時凡例パターンは、地形

変化の顕著な部分が図表として見えやすいように、各 ~jJ 例ごとに調節し

ており、一貫性はない。

3) r斜面の分布図Jの作製 1)の地表レベルデータを微分証0'):し、

「勾配地図jを作ったのち、 「勾配地図」から有意な傾斜角を抽出し、

「斜面分布図Jを作る。有意な傾斜角とは、 12 %以上、 (事例により)

3 0 %以上を基準とする。

4) r勾配数値クラフ」の作製、勾配地図の中にカウン卜される 5パー

セントごとの勾配数値の多少をみるグラフをつくる。

以上の分析の内、 2)r標高地図」、 3)r斜面分布図」、4)r勾配数値グ

ラフ」を採石跡地地形と土地羽生後の地形に関して作製し比較考察する。

結論的には次の二つの特徴が、 「地形の分節化j として現れている。

l 斜面分布の群化・

土地再生後に主要な要素として認められる斜而の斜度について分析する

と、採石場跡地では斜面が小さいグループで敷地のあちこちに散乱して

いるのに対し、土地再生後には、数個の大きなグループへと ll'f化してい

る。

2 勾配数値の分離。

斜度の数値的分布をみると、鉱石場跡地では、小さな斜度から大きな斜

度まで様々な斜度が観察されるのに対し、土地再生後ではいくつかの主

要な斜度しか観察されない。

この憾な地形の要素への分節化が、土地再生後の風景に一つのまとまっ

た印象をもたらすと考えられるが、その様子は各事例ごとに災なった経

緯を示し、結果として異なった風 iit 意匠への~響を持っている。

以下は、地形の要素への分節化が土地再生の風景意匠に対して持つ効果

と意味について、各事例ごとに分析したものである。
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ザ・ノ々一一ク

斜面分布の群化・ 図lIC1-l8

ザ・パークは、おもにショベルによる乾式地上採石であり、ベンチカッ 図lIC1-l9

ト工法を適用した採石場であったため、跡地は明確な地形を既に持って

おり、土地再生における地形盤備はそれほど大きくはなかった。このこ

とは有為な斜面 12 %以上の傾斜部分を抽出した分析図においても確か

められる。しかし注意深くこの分析を観察すると、やはり土地再生に独

特の斜面分布の変化が現れていることに気づく。

l 敷地東側で特徴的な、南北方向に長い 2つの大きな斜而は、分析図

上、土地再生によってより太くなった。これは採石場跡地では垂直に近

かった切羽蘭が、土地再生において 2. 5 ; 1の斜面に造成されたからで

ある。しかし斜面自体は、より幾何学的な明快な i~ を持ち、周囲に散乱

していた小斜面も吸収して、平地との分節を明確にし存在がより際だっ

てきてL、る。

2 敷地西側での小斜面は、むしろ土地再生後増加しているが、断片的

散乱からより群化し一つの形悠として述絞する形をとっている。これは、

主に貯水池水際の斜面地である。

3 分析図において、フォーブス ・ク リーク ・ドライブ南側沿いの斜而

も幾分静化し、より太く存在感のあるおを形成 している。これは、土地

再生におけるフォーブス渓流流入口近辺の殺備にともなって生じたもの

であろうと推察される(*1 )。

勾配数値の分離

当分析では、敷地周辺地形も含めた GL Sマップをつくり、勾配分析を

しているため、周辺の地 i~~化の鈍かった部分も有'i r:)' され、 tt石幼跡地

の勾配分布グラフ(1 9 7 9 )と土地再生後の勾配分布グラフ(1 9 9 

o )のnuに、大きな相!RとしてはHlてこない。しかしながら、この中で

も有意な変化は 2つある。

l勾配 10 0 %以上の数値が土地再生で減少した。
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2.勾配 10%から 60 %ぐらいの聞で、分布の集中が 15%近辺と 40 

-50 %近辺にみられることである。

J 5 %近辺の増加の原因は不明であるが、 10 0 %以上の減少と、 40 

から 50%近辺の増加は、敷地北東部のベンチカット切羽面が、土地再

生計画により、 2. 5 : 1に造成され直されたことにあ る。

まとめ.

以上の地形の分節化によって風景にもたらされた効果は、

l ベンチカットの結果による、敷地を囲い込むような地形が 「斜面分

布の群化」により一周明快になり、敷地の周囲の地形からの自 立性が j\~1

している。

2. ['斜面分布の静化」により 明日立になった斜面の方向性が谷地形の方

向性と一致した ため、敷地だけでなく谷地形全体の特徴をも強制する結

果となっている。住事Il群を聞い込む斜面が谷全体に東西方向の方位性を

与え、眺望がジュアニタ湾へ向かうことを明確にしている。かっ谷底か

ら、谷上までの高低差が霊なり合う三つの レベルによってより視:Q:化 さ

れた。
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シャドーークリ 70医ヨ

斜面分布の群化・ 図IICl-21 

シャドークリフ公閣の土地再生では、大幅な地形改変はなされず、ウォ 図IICl-22 

ーター ・スライダーを設置した量IJ離表土堆積丘の周辺、アプローチ斜路

をつくった周辺に小規模な箆理が施されたのみである。しかし、斜面分

布図としては、大きな相異が認められる。これは、リパモア・アマダ・

バレー全域の地下水位上昇の結果、採石場跡地に地下水が湧き出し、採

石構底部が水没してしまったからである(幻)。正確には、採石椛底部は、

レベル l、レベル 2、レベル 3の 3つの操業レベルに分かれており、そ

の内レベル 2と3の部分がほぼ水没した。

斜面分布の群化としては、次のようにまとめられる。

l 東側採石鴻内部に散在した小斜而は、ほとんど全て消去された。一

つには、地下水湧き出しにより、それらが水没したこと、もう一つは、

水没せず残存した陵地部分も、駐車場、キャンプグランドの芝地などの

造図工事により、地錠が均されたためである。この結果、斜面は採石械

の輪郭だけに残存することとなり、採石r昨の形状が非常に lリJtJ<になった。

2. 西剖IJ小採石溝周辺の斜而もその輪郭に群化し、1*石t持が、より IljJfi立

な矩形の凹空間として認識されやすくなった。

3. 敷地南側、アロヨ・デル ・バレー沿いの斜而分布は変化していない。

これは、土地再生時に日~に抗生が広がっており、その抗生保殺のために

造成はいっさい施されなかったためである (*3)。

勾配数値の分離

グラフ全体としては、顕著な変化はないが、全体的傾向として、次の司I

が認められる。

1. 3 5 %の突出を除く 10 %以上の勾両日の全体的減少。この分、 5% 

以下の平地部分の割合がJi'/力nしている。

この主たる~図は、 lリ]らかに 3 6ヘクタールの湖水而の発生である。こ

のことは、シャドークリフ公開の地}f;を特徴付ける Jf;l!!¥要素が、この水
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平面となったことを2吾っている。

2 勾配 10 0 %以上の数値は、土地再生後も余り減らさずに、他の勾

配に比べて特に高い。

このことは、 5%以上 100%未満の斜面が整理され、 100%以上の

急斜面(切羽面など)は、そのまま残されたことを意味する。

~p ち土地再生により、地形要素が湖水而をも含む平面形、垂直に近い1*

石法面、勾配 30から 35 %程度の斜面の積類に限定され、この 3fifi類

の地形の組合せで、敷地全体が械成されたことを意味している。

まとめ

以上のような「地形の分節化」により、敷地全体として次のような地形

特徴が現れた。

1.湖水外周の輪郭を縁どる垂直に近い法函と、湖水、平地て'tlWJiXされ

る平らな底面による、箱形の 1リJ[取な胆l形態が意議されるようになった。

2 東側大採石溝と、西側l小採石滑のIi日の華IJ離表土堆積丘が、周囲から

明確に分離した地形として意殺されるようになった。
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ラークスノマー・ランラ=インク守

斜面分布の群化。 図IICl-24

ラークスパー ・ランディングでは、第二期土地再生計画により、 2つの 図IICl-25 

採石場を分けていた中央の丘陵地形が削除されたため、それが最も大き

い斜面分布の相違として観察される。言い替えれば、ラークスパー・ラ

ンデイングでは、斜面分布の俳化というよりも、斜面の位置の大幅な変

更として見える。全体的な斜面分布の変化は、 2重に重複しながら不定

形に連続する斜面が、土地再生により一つの大きなコの字形の斜而へと

まとめられたものとして観察される。

しかしこの変化は、東側第 l矧の土地再生と西側第 2期の土地再生によ

り段階的に生じた変化である。具体的には次のような斜面分布の lr~ 化が

各々の段階で生じた。

l 第 l期:東側採石場の北側切羽田は、ベンチカット工法の結来、 2

つの斜面から織成されていたが、土地再生後は、一つの斜面にまとめら

れ、東西に jqlびる直線形となった。

2 第 2矧・西iJllJ1*石坊の北側と西側の切羽而はそのままの位世を保ち、

かつ直線的な形怨に分節した。

3. m 1 Jt!J 第 2Mに共通して:上記二つの斜而以外はほとんど均され、
一つにまとめられた。凹地形の内部は、ほとんど顕著な斜而のない平j也、

あるいは緩やかな斜面とされている。

勾配数値の分離

ラークスパー ・ランディングでは、 一つにまとめられた問地形の内部か

勺、ほとんど小斜聞が撃型されたため、勾配数値のグ ラフにもかなり大

きい変化が現れている。

1. 採石場跡地では、 25パーセント、 50パーセント、 60パーセン

ト、 75パーセントなどにコブがあるが、 50パーセントの部分を除い

て全て減少している。
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2. 5 0パーセントから 100パーセントの間でも、土地再生によって、

全体に数値が減少している。特に 10 0パーセント以上の斜面は、大き

く減少した。

3.上記の各部分での減少の代わりに、 5パーセント以下と 50パーセ

ント近辺の数値に勾配が集中している。 50パーセントへの集中は、土

地再生に於いて、北側の切羽而の保安対策として、全てを 1. 5 1から、

2 . 5 : 1に造成しなおしたことの結果であろう。(料)

まとめ

以上の分析から、地形形態の分節化は、ラークスパー・ランデインクに

おいて次のような効果を風景に与えることとなった。

1.鉱石場内部のベンチカット切羽而が均されたことで、空間の分節は

なくなり、南北に 300メートル東西に 40 0メートル以上が、平地と

された。この為、ベンチカット工法に特有な階段状の地形はなくなった。

2 しかし、一方で二つの深石場の北側切羽面が述続され、かつより直

線的な形状とされ、東西 40 0メートル以上に渡って:iili続する事となっ

特に西側主主石場の北側切羽而は、整地により、滑らかに述絞する一定傾

斜の巨大な法面と して現れた。この形状は、鉱石場の形態そのものでは

ないが、ラークスパー ・ランディングの入口でもある、敷地南側のフェ

リ一発着所からのi車望では、岩肌の露Hlした強い視覚的要素となり、数 図II8-22 

地の特徴を高める重要な風景要紫となっている。
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ミ Fζ ラニィック・ fくイ

斜面分布の群化 図1ICl-27 

最も顕著な変化は、湖水の周辺に散在している小斜面の分布が一つの大 図1ICl-28 

きな帯となって現れ、一つの閉じた形状となっていることである。具体

的には次の特徴が観察される。

l 湖水周辺に散在していた断片的小斜面は、一定の籾の斜面へと際化

された。

2.特に中央の剥離表土の集合は、平地とその外形を囲む斜面の帯に明

確に分離された。

3 敷地北西側、敷地南東側にあった小斜面分布(剥離表土の地税丘)

は、き在理され、平地とされた。

4 湖水南西側に新たに出現した斜面分布は、プラントからの残余砂の

堆積した低湿地に、明確な流水経路をつくったためである付5)。

勾配数値の分緩 :

当敷地は基本的に平地であるため、 5%以下の勾配は組制に大きい。こ

の為グラフは 10パーセント以上の勾配に閲して、差興がlリ!かとなるよ

うに術いた。しかし斜而の少ない、ミスティック・ベイにおいても勾配

数値の分離は次のような特徴として現れている。

l 採石跡地では、 40 %近辺、 70 %近辺にこぶがあるのに対し、再

生後では、この 2つのこぶが消えている。

2 勾配 10%から 25%においても、土地再生後で数値の減少がみら

れる。

上記 2つの数値的特徴は、 10%以上の斜面は捻ldRされ、 5%以下の平

地部分か(平地部分を表す約 12万 5千から約 14万に 1(I/jJII) 、 30 % 

近辺の傾斜而にのどちらかに吸収されたことをな味する。

まとめ・

ミスティック ・ベイの土地再生によるIu:も顕著な 「地形の分節化Jは、
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採石溝跡の湖水の輪郭が、 lまlま一定の斜面によって形成されなおしたこ

とである。この分節化により、風景にもたらされた効果は、

1 湖水の輪郭が一定傾斜の述絞する斜面で囲い込まれたため、湖水の

平面形が、地上レベルにおいても続覚的に非常に認識されやすくなった。

2つの湖水の形状は、そのまま鉱石滞の形状でもある。

2 数個の余剰表土の堆積丘の集合であった、湖水中央の陸部が、一つ

の大きな岬地形として形成された。これにより敷地全体に焦点ができ、

空間構成も明快に意識されるようになった

図JI8-38b 

3.陸地部は、平面形とされ、斜面の境界線を介して、湖水面と対比さ 図JICl-26 

れるようになったため、露出せしめられた地下水の水位と、地表レベル

の関係が明快に知覚できるようになり、また敷地の平面性も強調された

などである。

なお、湖水の輪郭を形成する大きな斜而の連続は、各住戸から船着場へ

と降りてゆく外部階段が述続する、建築的要素によって更に美しくち首出 図JI8-37 

されている (*6)。
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ーサン τ「イ

斜面分布の群化

ポイント

図IICl-30 

サンディー・ポイン卜はミスティック・ぺイと基本的に同じ採石工法を 図IICl-31 

経た採石跡地であり、かつ同じディベロッパーによる土地再生であるの

で、地形変化が同様の「斜面分布の群化」として観察される。

l 陵地部分に散在していた断片的小斜而が消去された。特に中央の岬

部分内部、敷地北東側で顕著である。

2.対象的に、湖水輪郭に沿う斜面は残存し、かつ補強された。具体的

には、斜面不連続部分が連続され、斜而の析が一定に統一さ れ、干15とし

ての形状が明確になっている。また敷地北側では、剥般表土堆積丘の形

状を表している斜面分布が消え、水際線に述続する斜面がっくり出され、

それが湖水東側を回り込み、岬地形の斜面へと滑らかにつなげられた。

3 唯一敷地南東側(レイク D沿L、)に小斜蘭が残存している。これは、

隣接するレイク Dの敷地とに問に、表土地税丘をそのまま残存させ緩衝

帯をつくったためである(*1)。しかし形態的には、土地再生の前後で、

より連続した斜面帯となっている。

勾配数値の分離・

土地再生の前後で、勾配数値の統計的分布はほとんど同じ傾向を示して 図IICl-29 

いる。このことは、サンディー ・ポイントでは、斜而の組芳1と数i立は余

り変化せず、その平面的配位が組み替えられただけであることをな味す

るであろう。唯一の変化は、

1: 30-40%の傾斜而の1I(がややJi，'/}JIIした

ことである。これは、州地形のm側に新たにJ.ffiられた入り江により、水

際線総長が地加し、それにともなって 3 1 の斜而がやや ji~!JIlしたため

と考えられる。

まとめ

サンディー・ポイントの土地再生では、上記のような 「地形の分節化J
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が生じ、その結果、次の様な風景への効果が観察される。

1. 湖水の輪郭が一定傾斜の述続下斜而帯で囲い込まれたため、陸地部

分と湖水部分の分節が明瞭となった。

2 水際線への斜面の集中により、特に岬地形の南側の入り江は深く細

い空間として闘い込まれ、地上レベルでも岬地形の部分が明確に分縦し

て感じられる。
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マラゴイ、ノン・レイク0-固

斜面分布の群化 図llC卜33

マディソン ・レイク公園では、採石場跡地から土地再生への変化で特に 図IICl-34 

東側の第二採石場に大幅な斜而分布の変化がみられる。これは、一つに

は西側第一採石瀞は、古い~石 h'lí であったためにいくらか級生も残って

おり、大幅な造成が行われなかったこと、これに対して、第二銭石場で

は、湖水をil1Jり出すために大がかりな造成がされたためである。斜面分

布の変化として次の点が観察される。

l 敷地北側の斜面分布が、土地再生によって消去された。これは駐車

場の設置により、剥離表土のJttli'i丘が均されたためである。この結果、

(斜面分布図に は余り lリJII!;!に出ていないが)、敷地北側の隣接地 との高

低差が、大きく なった。

2 第二採石場の南側に、斜而の裕がlIJ現した、これは、土堤の築造に

よる結果である。

3. 第二採石織内部にいくつかある、小さな曲線を描く斜面分布が消去

された。これは、地下水汲み上げで第二採石減を湖水とした結梨、採石

町i時底部の凹凸地形、レベル差等が全て水没したためである。

ここで特記すべきことは、 lと2の車紡'占t果としてこの結よ泉i払L、斜而分布図の q

で採石1鴻梓の矩1形Bの外1形Eのみが文対I比自が的!江jに際だち、湖水の俗耳目を形成す るfi?

として、更に i列阪な!J2紫となったことである。

勾配数値の分般:

鉱石場跡地と土地再生後で、全体の勾配分布のグラフ形状に変化はない。

唯一認められる変化として、

1. 1 0パーセントから 30パーセントの勾配は、すべて減少している。

これに対 して、 5パーセント以下の 平担な地形がJi'l力11している。

これは、グラフ 上の大きな変化 としては認められないが、 1I也形の分節

化」としては大きな特徴である。l!Jlち 10パーセント -30パーセント

という中川Iな斜面はおおよそ平地に均され、あるいは湖水の水面下に水
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設し、敷地全体として、採石切羽面と水平面の 2つの地形要素による簡

明な地形精成に変化したことを示すからである。

まとめ・

以上の分析により、地形の変化として次の空間的特徴が認められる。

J.採石溝の形状が、湖水による水平なそ底面と、垂直に近い法ilnで情

成される箱形凹空間として明日立に意識されるようになった。

2 採石溝上部も、剥離表土地積丘が均され平面化されたことで、採石

iR凹形地形をより強調することとなった。

3 このような単純化により、矩形をした採石滑の平面形も明瞭に意識

されるようになっ た。

このようにして明阪になった矩形は、紛線、経線によって土地区分され 図rrB-47c 

ている周辺の良地と同じく東西南北の方位に一致した矩形である。
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ザ‘・クヌ「リ一一

斜面分布の群化 図IICl-36

ザ・クオリーの土地発生では、ほとんど地形の変化は観察されない。こ 図IIC1-37 

のことは、 「標高地図 」においても「斜面分布図」においても同様であ

る。そのプロジェクト名が示す通り、まさに石切場がそのまま住区とし

て開発されたからである。

1. 他の事例に比べてザ・クオリーは、 u石跡地地形そのものにおいて、

既に、充分な斜面分布の俳化がみられる。言い替えれば、採石跡地その

ものが、平坦な採石潟底部と、垂直な法面という、 2つの形 f必要素に分

節しているのである。土地再生以前の「斜面分布図」を見ても、他の事

例が1*石締内に、堆桜丘や、採石消レベル差などの小斜面を散在させて

いるのに対し、ザ ・クオリーでは、その様な散在的小斜而は、見られな

い。また、採石滋を取り囲む斜而分布も、 l別院で述続的なfi?として現れ

ている。

2 唯一変化の見られる部分は、採石I昨のシオト ・リバー制IJの地形形態

の変化であるが、その変化もまた、斜而がより群化し、地 J~ が分節する

過程である。 I斜面分布図」にみられる変化は、南側鉱石淑の南西側の

斜面に現れている。 u石跡地では、断続的な斜面分布であるのに対し、
土地再生後には、 一定的の辿統的な斜而となっている。こ れによって、

明駁で述続的な法面によって閉まれているザ・クオリーのti~~IiU の特

徴は、更に強調されている。

3 一方、 「標高地図Jに現れている変化で顕著なものは、前側深石滑

の西自IJの関口部が、凝り土により辿絞的な土tilとなったことであるC*れ

これも、形態的には採石川地形の1Il純化の効来がある。また、この土犯

の形態の単純化、述絞化とともに、土地再生においてなされたもう一つ

の作業は、深石鴻内問西側にあった凹地部分の位立である。この部分は、

僅か lメー トル程の凹地であったが、雨水が滞留し、湿地となっており、

住区開発に適さ ない地悠であったため、敷地内の砕石で埋め立てたので
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ある(*9)。この結果、採石滑内は、東西縞 84 0メートル、南北長 33 

0メートルにわたって同一レベルの平地とされ、この負形空間を囲い込

む法而との対比を強調する結果となっている。もう一つの変化は、北側l

採石減のやはり、シオト ・リ バー側の小地形が整理されたことである。

この変化は小さいものではあるが、やはり採石溝が一つにまとまった負

形空間となる形態的効果があった。

勾配数値の分離

ザ・クオリーの土地再生では 35 %から 10 0 %までの勾配を持つ斜面

の!ii:は変化せず、 10 0 %以上の急斜而と 5%以下の平地平面が大きく

増加している。また、 10-30%の問の勾配は、採石跡地ではi目減の

激しい分布を示しているのが、土地再生後ではほぼ一定の値をとる様に

変化している。

1.10%-20%の勾配数値が減少した分、 5%以下の数値が地加し

たことは、敷地全体で緩やかな斜面が整地され、平坦な地形に均された

ことを反映しているのではないかと考えられる。

2.100%以上の勾配がm加lした変化は、当事例特有の傾向であり、

土地再生において、急勾配の法而が改めて形成されたことを意味してい

る。これは、南側採石滞の西側、シオ ト・リ バーに向かつて聞いていた

閉口部が、盛り土によって周辺と同じ、土 l是の地 J~ に反されたため、そ

の両側に法iliiができた結果ではないかと考えられる。

いずれにしろ、平蘭地形の部分と、 :';'1，勾配のが、而地形がJill!JIIし、その他

の勾両日が、やや減少したことは、土地iTl生によって1%石械の j也形が吏に

平田と法而 というこつの J~!i!i要素で!リJ611ι に分ぬする地}~となったことを

意味している。

まとめ

1. ザ・クオリー では、1%石跡Jt!!の地形がほぼそのままiTl利用 され大き
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な地形変化はなかったが、それでも、採石鴻内部の小さな凹地形がき草地

されることにより、採石鴻内部は同一レベルの平面性をより強くした。

2 シオ卜 ・リバー沿いの法而の述絞性が、より強くされた。 これによ

り、採石滞輪部が、法而で図まれている採石地形の特徴がより強調され

3 勾配数値の分布でも、法面と平地の数値がめ加し、全体的に採石滑

の形状が平面要素と法面要素に分節され単純な形態となったことがわか

る。
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ウォータ一一て才一一ク

斜面分布の群化: 図IICl-39 

ウォーターマークの土地再生は、コロンパス市内の地下道路工事からの 図IICl-40 

残土倣入により大幅な盛土が行われたので、採石場跡地から土地再生へ

の斜面分布の変化も明かである。それは、税化というよりも変更である。

しかし、次の点は土地姿勢の地形変化の特徴として注意したい。

l 採石場跡地では小さな円形、桁円形を形成し集合している斜面分布

が、土地再生では、一定の帽を持つ述続する者?として現れている。 これ

は、剥離表土や残余砂の堆宥i丘が均され、一方で、水際に述絞する斜而

が造られたからである。量1)離表土Ifl:桜丘の消去や移動は通常大がかりな

造成となり、多くの場合手をつけられないが、当事例では、地表レベル

を水面レベルよりできるだけ高くすることが第一目標であった<*10)。こ

のため残存表土は全てその盛土に用いられたものと考えられる。

2 円形、楕円形の斜面以外にも、その周囲に散在している断片的斜面

も土地再生後では消えている。この為、~絞する帯状の斜而は、より 一

層明確に独立している。

3，平面図と比較してみると、採石跡地では、斜面分布と湖水の形状に

緊密な関係はないが、土地再生後には、斜而分布は水際線にffirl'する。

即ち、斜面は、陵地部分と湖水部分の境界要素としてmいられている。

勾配数値の分離:

ウォーターマークも、鉱石の結果地下水が湧きH1し敷地の大半が水而に

よって在[われたiF例であるので、勾両日数fIIiも5%以下の数値が突出して

いる。他の勾配数値の変化は f{lかであるが、次の傾向がみられる。

1， 1 0 %以上の勾配は全体的に減少し、 5%以下の数値が附加してい

る。これは、勾配 0%であるはずの湖水而の而引が、土地再生前後でそ

れほど大きく変化していない事を考えると、陸地部分の平地仰がj，;，/加し

たことになる。

2，30%-35%近辺の勾配数値が附加している。 この1';'/加は、湖水
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外周lこ沿って造られた斜面が、およそ 3: 1の傾斜に統一されたことを

反映している。

まとめ

以上の分析に現れている「地形の分節化」は、ウォーターマークにおい

て次の様な効果を、実際の風景にもたらしている。

l 採石滋の凹型空間が、湖水面部分だけの形態としてまとめられた。

しかも水際線が、一定勾配 3 1の斜面によって輪郭として構成された

ため、地表レベルにおいてもその形態が明確に認識できるようになった。 図1IB-69c 

2 斜面が水際に集中したため、地表レベルと水面レベルの高低差がよ

り明瞭に視覚化された。特に、土地再生の地J15造成により、湖水中火の

島地形に突堤がi中ばされ、住宅区の西田IJに湖水の小区域ができたが、こ

の水際まで降りてゆくと、採石による凹地形が、図い込む斜面によって 図1IB-69b 

強く意識される。

尚、シオト・リバー沿いに霊複する斜面の得は、主主石保業終了後に ill設

された[ -6 7 0の路肩斜面叩分である。[ -6 7 0の建設も採石跡地

利用であり土地再生の一部と考えられるが、収集した資料からは、 1 

6 7 0建設以前の地形図が無かったため、この部分の考察は外した C*11)。
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地形升三三子患のクテヰ斤ーーまとめ.

以上の各事例の分析から、土地再生における地形変化の共通な特徴を次

の様にまとめる事ができる。

採石が混式水面下工法の場合 (ミスティック・ベイ、ウォーターマー

夕、サンディー・ポイント)

斜面分布の群化:斜面を湖水外周に静化させることによる、湖水輸事日の

強化

採石が湿式水面下であり湖水が発生した場合は、未採掘の残存陵地に散

在する小斜面がすべて水際に沿って集中する傾向がみられる。採石跡地

地形では、水際線の地形が部分部分により異なっているものが、一定闘

の一定傾斜の斜面帯として形成される。

この結果、水際線の位位、形状が明確に回定化される。また述絞する斜

面帯が現れたことにより、採石1昨の輪車Eが、敷地内の地上レベルからも

視覚的に認識されやすくなる効果がある。

勾配数値の分離 陸地部をより平而化する事による、水iIiiレベルとの河

低差の彼党化

勾配数値分布の変化としては、 30%前後を除く他の傾斜が一様に減少

している一方で、 5%以下の平地而6'1は増加lしている。これは斜而を水

際に昨化させたことにより、残存 l注 j也の{也の ~Il 分からは小斜而が的え、

平地化されたためと考えられる。

この結果、湖水の 7)( 表而がっくりだす平而と、~}地部分の平而が互いに

分離した 2つの水平而として認知されやすく 1;る。また 2つの平而の日

低差として、地表レベルと地下水レベルの立、あるいは地下水レベルの

季節的変化が、より明日立に視覚化される効wがある。
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採石が乾式地上工法(ベンチカット〉の幼合(ザ・パーク、ラークス

パー・ランディング、ザ・クォリー)

斜面分布の群化 .小地形の笠l1I1による、平地面と法箇の対比の強化

ベンチカットの階段場地形を残した鉱石跡地では、散在している小地形

が整理され、採石法面のみがfjされる傾向がある。特にベンチフロアー

であった平地部分は小規模な分節のない、一つの平面として鐙備される。

同時に凹凸の多い切羽面も、保安上の理由で、滑らかに述絞する一定傾

斜の法面として整形される傾向がある。

この結果、採石跡地の小凹凸の散在した地形は消されるが、 i主に平而と

の裏面の対比はより明確になり、ベンチカット工法に特徴的な階段状の

地形は視覚的にも認知されやすくなっている。

勾配数値の分離 切羽面などの大型法而の整形による、地形分節の lリIt!g 

化

勾配数値の分布の変化には、ザ・パーク、ラークスパー ・ランディング

ともに 40-50%の数値がめ加し、他の数値が減少する傾向がある。

これはどちらの事例でも、切羽而などの採石法面が約 2 1に毅j也され

たからである。

このま在地により、切羽而特有の岩肌が%出した荒々しい I~ 1m は~~められ

るが、一定傾斜の述絞する大型の法而が形成され、敷地内の空IlUを規定

する重要な要素として、風景の巾に現れてくる fJ)J梨がある。

tli石が乾式地上工法、土地再生でiM水のつくられた場合 (マディソ J

-レイク公図、ンャ ドー ・クリフ公開)

斜面分布の群化.採石川 内宮11 の小 j也)~の m 去による、 tt石法而のみの残

存

土地再生の結果採石構内に新たに湖水が発生した湯合も、 tt石消の内部
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に散在していた小地形が物理的に消去される。そして鉱石法菌のみが湖

水の輪郭を縁取る傾向がある。これは混式工法の係石跡地の場合に、水

際線に斜面が群化しその輪郭を形成するのとは異なり、法而自体には手

が加えられず、周辺の小地形の消去により対比的に採石法面の形態が際

だってくる変化である。特に湖水の形成する水平面は法面と明協な対比

をつくりだすため、採石t悼の形態が、おi型に地表に掘り込まれた凹空間

として認識されやすくなる。

勾配数値の分離:大型水平面の発生による、他の小傾斜の減少

勾配数値の分布変化としては、 IリJかなことながら 0%の幼加がみられ、

ー方で 10~50% あたりの数値は全体的に減少する傾向が現れてい る。

しかし 50 %以上の急斜面数値は土地再生の前後で余り変化がない。J!1l

ち地形的には、水平面と法而が主たる地形要素として残り、敷地内の地

形情成がより単純なものとなっていることがわかる。

以上を、土地再生計画の傾向と、その結果もたらされる形態的効果とし

てまとめると以下のようになる

「土地再生計画の傾向J 「形態的効果」

[斜面分布の静化]

斜面の水際線への静化 一一一一一ーム湖水輪郭の明確化

小地形の整理 、平i1iiと松田の対比の強化

採石構内部の水没 ¥水平而と対比する法而の残存

[勾配数値の分離]

陸地:iflの平面化 地表而レベル、水而レベルの15低差

の視党化
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大型法面の整形 地形分節の明確化

大型水平面の発生 ¥法而との対比の強化

この様な形態的効果を、 「地形要素の分節化」と呼ぶこととする。特に

採石跡地の土地再生における地形変化には、法面や平面による地形椛成

をより明磁化する方向に地形要素を分節してゆく効果がある。
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1. c *mミLこ主主Fーメミ，主〉オL アこ
毛弓彩:GCDタミト:tJ子

採石場跡地の風景が土地再生後の風景へと移行する時に現れる、意味の

変化の最も大きな特徴は、その場所が、棄てられた空間から再び人によ

って使用される空間、生きられる空間となるということである。

この:¥F，味の変化を、形悠の変化としては、名称がつけられる、機能がつ

けられるという現象に着目して観察することができる。

採石場跡地には、もともと敷地にもその周辺にも存在していなかった、

新たな種類の地形が突然現れ、そのまま残存してしまう。全ては採石産

業の結果であり 、各々の形態要素のr:日にはそれ以外の何の脈絡もないま

ま放置されている。それは偶発的であり、結果であり、従って一つの環

境として機能しない荒廃地として意識される。しかし土地再生後には、

それほど大幅な地形改変がないにもかかわらず、跡地に残存していた極

極雑多な形態の問に何らかの関係が感じられる。それは名 fiFが与えられ

るという ことにより 、形態が同時に二つの価値を持つからである。 一つ

は、その形態が認識される風i主要紫として独立すること、 一つは他の形

態のな味的関係がつけられることである。この状態では、一つ一つの形

悠にその風景の中での存在意義があると感じられ、一つの環境をつくる

ための一要素として見えてくる。このt1i石跡地という以外に形態聞にな

んの脈絡も感じられない状態から、全体として一つの環涜と感じられる

状1mへの修行における変化を各市例に沿って似摂する。

分析の方法

分析は、次の作業で進める。

最初に、土地再生の計画で敷地に与えられた名 I与を在日察する。

名fiJ;は、土地再生の計画図面、提出レポートな どに記紋されているもの、

現地での通称も含む。
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名跡として、着眼するものは、

・敷地全体に与えられた名称、あるいはプロジェクト名

・敷地内部の部分に対してその形状的特徴から与えられた名称

.敷地に持ち込まれた機能に付随して持ち込まれた名祢

などである。

また、土地再生の基本計画は、何回か変更されることもあり、最終的な

計画案において観察される名祢以外にも、計画の段階で用いられている

名祢も考察に含める(*1)。

この作業から、風最形怒に意味を与えてゆく具体的方法として、次の 2

在が特徴的なものとして観察された。

1， I主題」の設定 .

採石場跡地の風景の中で、全体に特徴を与えている要素を一つ設定し、

その要素の名称を決定することで、他の要素にそれに従属する意味を数

えんしてゆく方法である。この特徴的な要素への着目とそれへの名祢付

けにより、再生風景を械成するための文脈が決定されてゆく過程を、

「主題の設定」と 呼ぶこととする。 I主題」の設定は、敷地の名粉、、プ

ロジェク 卜の名 祢として現れてくるものが多い。

いったん「主題」が設定されると、最初に着目された要素以外の袈卦;も、

その 「主題Jに沿う形でmいられる、あるいはその「主題」に沿わない
場合は消去される、などの取鈴選択がなされ、 一つの再生風去の中での

位置づけが定まってくる。この様な多数の要素に意味的関係が生じる過

程は、 「序列化Jと呼ぶこともできる。

2，技術形態の位置づけ

土地再生では 、 採石 1支持i に特有な地 J~J~ fi!\を、いかに風景椛 成の '1' で扱

うかがな匠的観点からも興味ある部分である o EPち上記で述べた、 「主

題」に沿う要素序列化の中での彼われ方である。

解決されるべき問題の 1つは、機能的な再利用であり、 lつは、再生風
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景に与えられようとしている、 「主題」の設定の中で、いかなる意味的

位置づけをするかである。各事例で、特に「技術形態の位世づけ」の項

目をつくり 、採石場跡地に特有な地形や探石の結果新たに生じた妥索に

付けられた名称を観察する ~~によって、土地再生における採石技術によ

る形態の扱われ方を観察する。
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ザ ・ ノぞーク

「主題」の設定 :

ザ・パークの空間的特徴は、採石の結果谷斜面に綴り進められ凹地地形

であり、その地形に抱き込まれる住宅併である。

この地形的特徴が、 2つの「主題」の設定の中で意識的に扱われ、土地

再生の風景締成に効を奏している。

当プロジェク トは、 19 7 9年以降の土地再生開始時点では、ディベロ

ッパーの社名を取って単に くN.A.Nコンドミニアム〉と通称されてい

た。しかし、敷地全体の住区意匠計画が始まった段階からくザ・パーク

・7ット・フォーブス・クリーク 〉という正式名 称となった。このプロ

ジェクト名の中に、くパーク〉とくフォーブス・クリーク〉という 2つ

の「主題」の設定が観察される。

第一にくザ ・パーク〉という、今日では公関、緑地空間などを述:lP.させ

図IICHl

る名祢による「主題」の設定である。敷地内部は、採石の結果ほとんど 図IIB-5 

緑地の無い状態であったにもかかわらず、この名称が与えられえたのは、

敷地を囲い込む残存樹林があったからである。また 「パーク (park)J 

は19 世紀頃までは狩~iI地、特に動物を追込み射るための周りを凶った

空IIUを言い表していた。この:lJ:P_.tではこの名跡は空間的特質をJl!.く言い

表して L、る。

実際に敷地を囲 い込む樹林は、住都~r.l'を後方から聞い込む強いHJ去を形

成している。これによって位保レベルの地面レベルに対する低さがより

強調された。特にここでは、スギ、モミ、ツガなどの針楽樹が大半を占

めているため、非常に垂直性の強い背景として、住棟符後に肝J，P.¥の白11く 図IIB-6a 

立ち上がっている。実際敷地北東側の 樹林は、日いベンチフロアー の三

階l.!lての住棟の屋級レベルより、吏に日いレベルとなる。敷地西側から

迫望すると、樹林は住棟計の上に立ち上がって見える。この樹林の存在

感から、敷地内に緑地が少ないにもかかわらず くパーク〉と言う「主題」

設定が可能であったと考えられる。

、の「主題」の設定の入念さは、これらの樹林がほとんど敷地外のもの
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であるにもかかわらず、名称が与えられ、住宅販売のパンフレッ卜など

に、通称として印刷されている点からもわかる。これらの樹林は、元々

無名であったが、現在、敷地北東側はくテラス ・ウッド〉、敷地南側〈

フォーブス ・クリーク・ドライブ〉沿いは、〈グリーンベルト〉、〈ク

レスト ・ウッド〉等と命名されている。しかも〈クレスト ・ウッド〉と

〈テラス・ウッド>を述結する歩道が設置され、あたかも公図路のよう

な名称〈パーク ・トレイル(散策路) > (*2)が与えられている。

もう一つの「主題」の設定のために着目された要素は、フォーブス渓流

である。物理的な環境回復の目標としても、採石によって劣下した渓流

の水質改普が、カークランド市により求められていた(*3)。そこで風公

意匠において、当住宅地があたかも美しい渓流を中心に開発されたかの

様な「主題」の設定がなされている。住宅区への主要入路であり、〈レ

クリエーゾョン ・ハウス〉や、〈レクリエーションコート>の集中する

中心部分は、くクリーク・エリア〉と呼ばれ、フォーブス渓流に生桜す

る動鉱物に関する説明文の看板が立てられている。(敷地内の渓流沿い

の値生は、ほとんど土地再生において新に持ち込まれたものであり、か

つ、これらの土地再生の内容を表す宕仮が立てられている。)

又、 11 6アベニュ ーNEと、 NE 1 0 6ストリー トをつないだ幹線道

路にも、〈フォーブス ・クリーク・ドライブ〉という渓流の名を取った

名称が与えられたのは重要である。 11 6アベニュー NE側から、フォ

ーブス ・クリーク ・ドライブを下って来ると、谷の上方からジュアニタ

湾への眺望が聞け、逆に NE 1 0 6ストリー卜側から上がって来ると、

図II8-8a 

緑の斜而と、その上に立ち上がる樹林に閉まれた住宅叫が見えて来る。 図II8-4 

EPちこの道路の東西に 1'1'びる形悠がそのまま、フォーブス1主流の方向性

と谷地 J~ を U~よしているのである。

技術形態の文脈化 :

当 "1世に残された最も顕著な ú 石の J~Iì!iは、ベ/チカット工法により残

された階段上の切羽田である。 I 地 J~ 1!'紫の分 iiu化」で飢た慌に、その

他の地形(量IJ 離表土の t佐官2丘など)はすべて il~ 去され、このベンチカッ
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ト形状のみEまされた。それは、ちょうど敷地北東側で、北側と来由1)を囲

い込む 2つの L字型法l!iJとなって現れている。この切羽面は、垂直に近

い部分もあったが、土地再生による安全性確保のために、傾斜 2 1の

法面へと整地された。上記で示した、残存樹林とフォーブス渓流の「主

題Jの設定により敷地の谷地形の演出が、全体の風景構成の文脈を与え

たのに対し、この 2つの法而も、住宅併を背後から抱え込む地形形態と

して、その文脈に参加している。視覚的には、むしろ谷地形の高低差を、

階段状の形態で演出しでさえいる。

しかし、各ベンチ面に与えられた名祢からわかるように、採石の結J+l，に

よる階段状の地形は、意識的に意味づけされている。まず、上部のベン

チ而には、〈家族棟テラス〉、更に東側の切羽面上部にもくアッパー・

テラス〉と、くテラス〉という名祢が与えられている。またくテラス〉

としての形態は、 2・1の傾斜に統ーされた法面を、芝u占のみによる単

ーテクスチ ャーで覆うことで強調されている。法面白 休には、 〈バッフ

7ー(緩衝帯) >という非常に唆妹な名称しか与えられていないが、附 図1I8-9 

素な地表仕上げによって、その階段状の形状は、より視j't的に強調され、

緑一面の斜面が他の全ての要素を包み込む様に背後に広がる。

まとめ

敷地内のほとんどの樹林が伐保された深石跡地であったが、くパーク〉

と「主題」の設定により、周辺の残存時J林が背景を椛成する31f茸?として

lIl:大限に利用されている。またくフォーブスI主流〉に着目したもう一つ

の「主題」の設定により、谷地if;が町tI量的に風景械成に用いられた。こ

の際、ベンチ カット工法の結果である附段状の地形にも くテラス〉とい

う名称が与えら れ、積極的にその文脈に取り入れられた。
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シャドークリ 70区B

「主題」の設定

当土地再生プロジェク トの嵐長意匠を方向付ける「主題」設定のために

着目された要素は、公図名称にも用いられたくシャドークリフ ・レ イク

〉である。概要の項で述べたように、 1981年の土地再生計画の本始

的開始まで敷地は、単に、〈シャドー ・レ イク〉や、〈シャドークリフ

〉など様々に通称されていたが、正式な当公図の名称がillを意味するく

クリフ〉を含むものとなったことは1J:味深い(料)。即ち、当地がくシャ

ドークリフ〉の名で呼ばれたことは、~石によって出来た直線的 な切羽

而の祝:R:的特徴を、当公図の風長構成の 「主題」としようという'0:図を

明らかにしてい るからである。このことは、公図案内図や、敷地訓査レ

ポートなどに現れてくる名祢のうち、固有名称を用いているのが、この

くシャドークリフ・ レイク 〉と、周辺の水要素、くアロヨ ・ポ ンド><

7イランド・ポンド><へロン ・ポンド ><レミラード ・マ ーシュ〉だ

けであり、その他はすべて、機能に即しただけの名称(<貸しボート筏

椛><ウォーター ・スライダー ><ピクニック ・メドウ〉など)である

事からもわかる。即ち、すべて採石によって出来た凹地形にのみ悶有名

祢を用い、それにより敷地の悶有性を与えようとしているのである。

吏に、採石切羽面を当公闘の「主題」の第一要素としたことは、土地再

生計画のレポ ートの中、そして、現在発行されている公図のパンフレ ッ

トにもこのくクリフ〉を背双とする写真が多用されていることからも批

測できる。

〈クリフ〉を背景とする風王H'Ii成の意図は、平而図の rl'にも読み取るこ

とができる。様 々な親水施設は、 jt仰!と*側の切羽而を正而にみるよう

に西側の水際線上に直線上に並べられ、総設同士で向かい合ったり、グ

ループ化 したりする配位椛成を取っていな L、。すべて切羽而とキ[II'ijかう。

しかもその背後には、駐車場、芝地のキャンプグラウンドなどの 2次的

掩設が設けられ、敷地問側、あるいは西側へ向かう視線は唆昧にされて

いる。この西側陸部に混在している様々な要素(例えば、ウォータース
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ライダーがつくられた剥離表土の堆積丘、へロン ・ポ ンド、キャンピン

グエリアのいくつもの小起状など)は、全て採石跡地に放置されていた

地形要素であ り、土地再生後の公聞となった今も、かなり散在的状況で

はある。しかし、水際線に、主要な施設を集中し湖水制11へ向かう視線を

強調することで、これらの様々な地形要素も、北側に延々と141びる切羽

面との関係で捉えられる。

伎術形態の位置づけ

ゾヤドーク リフ公園の土地再生においては、採石場に残された切手j而の

特異性が当公園に個性を与える審美的な風景要素として、積極的にぢu出

されている。しかも特別な形状的強備は施されず、それが逆に湖水の水 図IIB-16

平面と強烈な対比を見せている。

また、この切羽函の垂直性と、切羽而に沿って組栽された樹木(水泳場

北側のキャンプエリア)との対比により、公園自体が地下に位位する採

石滑内部である事が強調される。点在する高木の背後にそれより高いill

面が広がり、高木より更に高いところに地表があることが、再協認され

るからである。

西側のくピクニック ・メドウ 〉の巾では、切羽聞の荒々しい岩肌は、河白

水によって人工的に管理されている芝而の緑との対比において もiJ~ Wさ

れている。シャ ドークリフ公開では、特に周辺を操業中のプラントによ

り図まれているため、それら の見えにより、公問自体が地下レベルであ

るljlがより強く意識される。例えば、人々が集中するく水泳エリア >< 図IIB-14 

貸しボート筏僑〉く釣り舟桟紙〉などからは、ちょうど東側の断l長の上

に、隣地のローンスター社の採石プラントが巨大に立ち上がっているの

が見える。これら採石綴r.~のi，i;!設は、級やかにうねる紙一而の芝地、そ

の中に点在する高木といった典型的 CItt 風公悶の形 !m と強い対比を S~ せ、

逆に人々の意識を採石という敷地のL'tY2に向けるのである。

まとめ

探石切羽而と湧き出した地下水が当公開に例性を与える要素として治目
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され、<シャドークリフ〉くシャドークリフ・レイク>の名休によって、

〈クリフ>を中心とする「主題」の設定がなされた。

この採石技術特有の形態は、土地再生において全く手つかずのまま残さ

れたが、それは、単なる放置ではなく、公園内部の人工散水を用いた芝

と高木による典型的造国意匠との対比によって、意説的に風景要素とし

ての価値を与えられている。
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ラークスノマ一一・ランラ=インクー

「主題」の設定

プロジェク ト名〈ラークスパー・ランデイング 〉は、市の名称ラークス

パーに、上陵地点、船岩場などを意味するくランディング〉を、組み合

わせてつくられた名称である。敷地南側にサンフランシスコ市への直行

フェリー使の出るフェリーターミナルがあり、フェリ一発着場からその

北側の商業区〈ラークスパー・ランデイング・ショッピングセンター〉、

その周遊道路がくラークスパー・ランディング・サークル>、そして更

に北側の採石場跡地につくられた集合住宅区まで全体がフェリーターミ

ナルの存在を中心として再開発に取り込まれている。実際には、このフ

ェリ一発着場も背砂岩の積み出しに用いられたハシケのためのi!lUuJを再

利用して造られたものであるが、くランデイング〉という名材、には当敷

地が採石場であっ たことを示す窓味は含まれない。

このくラークスパー・ランディング 〉という名称は、各部分で繰り返し

用いられており 、敷地全体の j武双が くラノディング(上陸) >という

「主題」の設定により、意味付けられている。このため敷地が深石場で

あったことは、土地への名称付けにおいてはほとんど積極的に用いられ

なかったことになる。

伎術 J~ !L~ の位置づけ・

当 fl地は山政に掘り進められた~石幼であるため、他の iJT 例に比較して 、

観党的に特徴的な * !L~ を持っている。ところが、名称付けにおいては、

上記した秘に、フェ リーターミナルを意味する くランデイング〉という

名祢によって、風景椛成の方向づけをする取に より、鉱石跡地の特有な

地形には意識的 に名称付けられなかった。

特にこれは、 鉱石跡地の再利用に対する態度 (鉱石跡地という歴史を隠

蔽しようとする初期の態度)を如実に物 21i るものである。~石 I昨内的に

第一期、第二期 に分けられてlli設された 2つの集合住宅区における名祢

付けを比較してみると、時期lのiQいによるrmJJtの変化が浮かび上がる。
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それは、第一期の東側住宅区くリンカーン・ピレッジ〉に比べ、第二期

の西側住宅区<リンカーン ・コ ート〉の方で、よりl*石場を述想させる

名祢が使用されている事である。これは、土地再生の初期においては、、

採石跡地であることを意識させない方向で、風景意匠が方向付けられた

のに対し、後期には、むしろ採石場であったという敷地の歴史と、その

形態的特徴を前面に押し出す「主題」の設定が考えられたことを意味し

ている。実際第二期のくリンカーン・コート〉の基本計画が始められた

J 9 8 0年代初期は、ちょうど環境芸術などと結び付いた公共アートと

して、土地再生プロジェクトが各地で試みられ、様々な記事が1l}かれた

時期lであり、又一方で、 〈ラークスパー ・ランデイング 〉自体の土地再

生の努力も評価さ れ、くカリフォルニア州、 土地保全委員会の土地再生

に関する会議〉等で模範事例として取り上げられたりしたのも、この時

期である (*5)。

具体的には、東側採石坊の土地再生としての、第一期の集合住宅開発く

リンカーン・ビレッジ〉では、敷地内道路はくビレァジ ・サー クル〉、

中心のオープンスペースは単に くパーク><レイク〉と名付けられただ

けである。現在名のくリンカーン ・ビレッジ〉は、計画段階ではくラー

クスパー ・アパートメント 〉であったが、いずれにしても係石場を窓口止

する名祢はいっさい無L、。これに比較して、西側採石松Jの第二J9J集合住

宅くリンカーン ・コート 〉は、現在名こそディベロッパー ・リンカ ーン

社の名称を用いたものであるが、基本号I-iiliiから、竣工直前まで、〈テラ

ス3>という、まさ にベンチ・カット工法の階段場地形にもと づく名称

が用いられていた。その名残がくオープンテラス〉くテラス・ドライブ

〉等となって残っている。更に、住宅t)j!の背後を回る敷地内車路は、〈

オールド ・クオリー・ロード 〉と名付けられ、この道路名は、そのまま

畳録住所として川いられた。又、通称ではあるが、〈リンカーン ・コー

ト〉西制IJ と、北京 ~IJ に残された、 rI砂岩の切羽而は、敷地内の住人によ

ってくウエス トリッジ ><イーストリ yジ〉という通祢が与えられてい 図II8-27 

る(時)。これは、第一刻のくリンカーンビレツゾ〉では、それを阻むill 図II8-29 

面に、全く名称、通祢が与えられていないのと対象的である。
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まとめ:

〈ラークスパー・ランデイング〉では、視覚的には住宅棟の背後に切り

立った採石切羽面の岩肌が非1(;に特異な風景を作り出しているにも関わ

らず、敷地全体の名称付けは、フェリ一発着を意味するくランデイング

〉により方向付けられている。しかし土地再生の後期に建設された西側

採石場の土地再生〈リンカーン・コート〉では、〈テラス><リッジ〉

〈クオリー ・ロード>といった敷地の歴史を連想させる名体が朋いられ

るようになった。
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三三えそ子ィック ・ Iミイ

「主題」の設定・ 図IICl-44 

プロジェク 卜名〈ミスティック ・ベイ〉は、 1976年に当プロジェク

卜が、オックスフォード社から、ベイ・ディベロップメント社に拶され

た時点で決定された名称である。これ以前敷地は、敷地東側に新設され

たキーストーン・アベニューの名によって通祢されていた。 1970年

以降鉱石跡地として放置されていた時代はくキーストーン ・サイ卜〉、

その後土地再生計画の初期lは111にくキーストーノ・ビレッジ 〉と仮祢さ

れていた(*7)。

くミスティック ・ベイ〉の名称は、当言!-TI!ii全体をニュー ・イングランド

・スタイルに統ーする「主題」の設定により、コネティカッ ト州にある

ミスティック ・シーポートの術名をそのまま引用し (*8)名付けられたも

のである。(それ以前に、ーJJrやはりコネティカット州のJ]IJの街名、チ

ェルシー・コープが用いられた時期lもある。)

このプロジェク ト名をディベロッパーに述恕させたのは、1*石場にJ.Jtさ

れていた湖水中央の事IJ:維表土Jli'fi7丘の形状である。この部分にニュー ・

イングランドのくミスティック 自111>の名称を与え、プロジェクト全体の

文脈を与える「主題」が設定されたのである。湖水自 体 も、アメリカン

-アグリケイツ社の採石坊としての呼功、〈レイク A>から、1*石を辿氾1

させない単なるくレイク〉へと変更された。

この「主題」の設定により、順次水際の他の微地 J~ も、 :íR ii/})宇の風長か

ら引用された名称によって見立てられている。

まず、東側湖岸の小突部にもくベイ ショアー岬〉という名称により、

岬という風景要素としての意味が与えられた 。 また、湖水 m j)g ~IJ では、

デサンダーからの残余砂がっくり 11¥した低川地仰があったが、ここにく

ピーチ〉と名粉、がつけられ、これに従って111fit 0';要素としてくビーチハ

ウス><ワーフ(波止場) >が設けられた。ーワーフ〉という名の大型

桟橋は、湖水:!t:iR角の緩いz斜而の町分にも 111t、られ、この 2点が、住
区共有の ボート浸水路として機能している。
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この 2つのくワーフ〉の位置は、五Eも典型的な仰の風景を見渡せる地点

である点で、重要である。北東岸からは、ちょうど右手より正面に伸び

てくる高木の繁った岬地形と左岸の小さな岬地形を中長としながら、遠

景に南岸の高木群を見放すという、最も変化に富んだ湖水形態を目にす

ることができる。逆に、雨入り江からは、中長としての要素の全く無い 図IIB-38a 

広々 と した湖水が広がり、その向こうに東岸に並ぶ住戸砕を見ることと 図IIB-37a 

なる。

この二つのくワーフ〉からの風景は、!j1に記憶されやすい典型的風景で

あるというだけではなく、tI'石操業がiiJりだした地形の基本的な 2方向

を見せているという重要な意味を持つ。l!Pち、採石ドレッジングの東西

往復運航による地形形態を、それに平行な方向から、そして直行する方

向から観察する地点でもあるのである。一方〈ビーチ〉の背後西側のiII.

地部には、明確な雨水排水路がi去られたが、これにもくミスティック・

j主流〉とい う名称が与えられ、!)!なる排水経路ではなく、視}t的価値の

ある風景要素へと位置付けられたのがわかる。

ー方〈ミスティック・ぺイ〉という「主題」設定は、こうした地 J~~ 索

への名称付けだけでなく、 1978年になって敷地内車路にも国有名祢

を与えるきっかけとなった。その結果、各住戸の事実上の住所も車路の

悶有名称で呼ばれ、住区全体のくミスティック・ベイ〉の文脈が強化さ

れた。敷地北側の住戸群はくシーポート・パンクス・ビレッジ〉という

住所として登録され、敷地東側{主戸併は、くべイ・ショア・ビレッジ〉

という住所とされた(刈)。そして、 '1' 心の第-JlIJ 住戸 Il~ は、くオールド

-ミスティック・ビレッジ〉と命名されている。

技術形態の位置づけ

ミステ ィック・ベイ(キーストン・レイク A鉱石場)は、 ドレッジング

による水而下鉱石である為、垂直に近い切羽而など、tI'石を[白筏述:¥!.!さ

せる顕著な地形は、現れなかった。しかし、敷地のあちこちにjjJられた

剥紘表土の堆積丘とデサンダーからの残余砂のJltmは、周辺にはない新
しい要素であ り、これらもくミスティック・ベイ 〉という「主題Jの中
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に取り込まれる必要があった。

第ーに最も大きな湖水中央の堆積丘であるが、それ自体が、 くミスティ

ック岬〉という名祢を引き出した!)!'索、即ち「主題」の設定のために着

目された要素である。

次に巨大な敷地東側、キーストン・アベニュー沿いの堆桜丘は、機能的

には、幹線道路との緩衝拶として再利mされたものの、名林は与えられ

ず、むしろ視覚的風景要素としての積極的意味付けは避けられている。

堆積丘の積極的利用として面白いのは、敷地内車路の 3ヶ所にあるサー

クルが、各々そこにあった堆積丘を聞い込む}~で造られ、そのうち 2 つ

にわざわざ名称が与えられていることである。 lつは、〈ミス ティック

岬〉中心のくミスティック・ベイ・サークル〉、 1つは、東側の くべ イ

・ショア・サークル>、そしてもう 一つは、名祢はないものの 〈ピーチ

・ハウス〉へ至る部分の三角形のサークルである。また、採石技術に直

銭起因する要素ではないが、湖水南側の高木群(霊I]l雑表土ift績の上に表

水侵食防止の為植栽されたもの)にも、 一般的ではあるがくウッド ラン

ド〉という名祢が与えられ、当住宅敷地の環境のー要素として、意味付

けられている。

まとめ.

剥離表土の堆積丘と、採石滑にi勇き出した地下水の組合せが、アメリカ

東海岸の風景に見立てられ、採石跡地に残存した様々な形態を意味付け

る「主題」を設定した。東海Ji1風iitの引用は、建築自体のニューイング

ランド・スタイルによって泌 U¥されているが、更に、各戸の住所を、来 図1I8-39 

海岸に あるm名で呼ぶことでも強化された。
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サン 7ーィ オモ--( ニ/ ト

「主題」の設定

〈サンディー・ポイン ト>というプロジェクト名は、ミスティック・べ

イと同じく、ディベロッパ一、 A スクレアーが敷地内の地形的特徴に

合わせて、アメリカ東海岸の地名を引用したものである。

着目された地形要素は、 くの字型の残存地形の曲折部分に見つけた、未

採掘のまま残されていた氷河岩塊と残余砂の堆積である。これが東海岸

コネティカット州|にあるくサンディー(砂) ・ポイント(岬) >に見立

てられ、プロジェク ト名が決定された(*1 0)。

当事例が他の事例と異なる点は、特徴的な地形が着目され名功、が与えら

れただけでなく、一歩進んで、その名fJJ:;にあった地形が創り出された点

である。それは「主題」の設定に基づいてなされた、岬地形の創出であ

る。採石場跡地には、来仰IJ~ 石滑の操業中断により、わずかながら湖水

へ突き出す陵地の地形がみられる。ま たプラント用地と敷地南東側の部

分は、余り盛り土がなされず元地 J~ のレベルのまま低地として残り、湿

地性であった。 この 2つの物理的要因もあり、現在の 「く」の字型の仰

がつくられたの である。実際に敷地に住んでいる住人に質問すると、こ

の「く」の字型の岬地形が くサンディー ・ポイン ト〉の名功、の ill来であ

ると考えている。あるいは、ホワイ ト・ リバー沿いの残存地が一部決法

し、仰地形と なっているのを、 〈サンディー ・ポイント 〉と名付けたと

考えている住人 もいる(本11)。いずれにしても、当敷地は、敷地"]~、敷

地北側、敷地問西角と 3つの糾lを持っている。

インディアナポ リスは内陸郎市であり、大きな湖水も周辺にな い。ここ

にくポイント(岬) >という j由形名称をプロジェクト名としたことは、

敷地の回有性 を高め、一住区としてのまとまりを日める効果があったと

考えられる。

伎 llji~ !i!iの位世づけ

くポイ J ト(岬) >という「主題 J を設定し、かつ物理的にも岬地 i~ を
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強調したことは、単に敷地の図有性を高めただけでなく、 tli石跡地であ

るという意識を隠蔽する効果がある。

ーつは、東側の残存陸地と西側の鉱石滑という単純な榊成が消され、ま

た北側採石潜や南側の矩形部分の印象が弱められている。

更に、敷地内を縦断する高fE圧送fE線の映し出した残存陸地の形!i!iも、

人々の意識から隠蔽する効果があったと考えられる。地形的にも岬の形

状や、入り江の形状は、送沼紛iの線形と関係のない形態として見えてく

るので、敷地内に入ると、送電線の存在が余り意識に上らない。

まとめ.

サンディー ・ ポイントの特徴は、まず採石跡地の非常に小さな突出 i也 J~

が者目され、 「主題」の設定がなされた後、その 「主題 J<ポイント

(岬) >に沿って、その部分が、大型の岬状地形に造成し直 されたこと

である。

この「主題 J に沿った地形改変により、鉱石跡地に特有な単純矩 J~ の湖

水形状は目立 たなくなり、敷地内を縦断する送電線の存在感も弱める:<JJ

来があった。
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マラゴィソン・しノイク0-医ヨ

「主題Jの設定

まず敷地の 40 %近くをしめる採石滑に水が入水され湖水がつくられ、

それにくマディソン・レイク〉という名祢があたえられ、 1973年、

この名林にしたがって敷地全体がくマディソン・レイク公図〉と名付け

られた(本12)。即ち、当公闘は、〈マディソン・レイク〉を中心とした環

境である、という「主題」の設定がなされたと言える。物理的にも敷地

のほとんどどこからでも湖水が見えるために、全てが湖水に従属したも

のとして意匠され、かっ空間体験としても感じられる。

この「主題」の設定は、採石場にあった視党的に優勢な要素を取り上げ

たものではなく、土地再生に際して、水という要素を新たに人為的に持

ち込むことによってつくられたものである。

西側湖水は、敷地西側に隣接する湧き水からポンプで引かれ、水レベル

9 7 4フィー卜まで水が流入されたものである。東側湖水は、jyjj)!IJに土

援をつくり、第二採石場を 4ヘクタールに区切り、そこに南東制IJ第三採

石場に湧き出す地下水をポンプで~Iいてきてつくられたものである。も

ともと深石綿深部、切り羽而などからは浸水があったが、ポンプによる

汲み上げで初めて湖の規肢の湖水となった。

この強制入水による「主題」の創出には、二つの効果があった。 一つは、

水という 111ーのテクスチャーで、敷地の大半を被うことで視党的に優勢

な大きな要素をílIJ り出す効果、もう一つは、深石川内部の抜雑な水 I也}~

(数値されていた採石堆積や、ダンプ走行路、斜路など)を全て隠して

しまうことにより、風策要素の I車窓i i-減らしてしまう効果である。 ~Hi~1

保石桃内t.11の複雑な要素が視界からmされたことにより、むしろ当敷地

に特徴的な石灰岩府に切り込まれた切羽而が、ノド而との対比で象徴的に

浮かび上がっている。

その後、水際の局部的地形にくレイク>の「主題」に従って名祢が与え

られた。中でも、最も重要な名 1:1、付けは、 2つのl*石惜のl切のトラック

交差絡の部分が〈アイランド〉と呼ばれたことである。実際マディソン
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，レイク公園の印象は、<ビジター・センター〉から見渡す〈アイラン

ド〉の風景によって代表されている。もしくアイランド〉がなかったな 図1IB-50a 

らli、東湖水も西湖水と同様により単純な矩形に近い形状を持ち、風景

の中心となる要素を持ち得なかったであろう。

このトラック交差路の残存地形は、くアイランド〉という名称付けとと

もに、物理的にも特別に扱われた。公開の他の部分にはほとんど値樹さ

れなかったのに対し、このくアイランド〉だけには集中的に高木が組え

込まれ、風景の中心的要素となった。実際この高木群は、公闘の全ての

場所から見ることができるランドマークとなっている。入国路のアプロ

ーチにおいて、ビジターセンターの背後にこの高木苦手が姿を見せる。一

方、西湖水は凹地地形の中にあり、水際まで降りてゆ くと、公園の仙の

部分からは独立 した空間として感じられるが、この高木昨だけは?誌に視

覚に入ってくる。

〈レイク〉という「主題」の設定に準じてもうーっつけられて名称は、

くビーチ〉である。これは、〈アイランド〉の南側遠浅の部分であり、

その名が示すとおり、水泳などのレクリエーション活動を意味し、人々

の注意を引き付ける。

一方〈 レイク〉を「主題」と したことで、公悶の主要な施設は全て7.KI¥"，i 

に沿って配置されることになった。

その中心をなすのがくビジター・センター〉であり、西端、*紛に位;位

するくシェルター(あずま屋) >である。く釣りデッキ><貸しポート

筏慌〉の他、東側につくられたく野外劇湯〉も、湖水の広がりを ~T ~;t と

する空間mりが意図されている。

技術JB!mの位低づけ:

マディソン ・レイク公閣の土地再生において視:R:的に汲も顕ミ圧な深石跡

地地形は、第二採石場の北側lの垂直に近い切羽而であった。肢も長い回

線部分は、東西 240メートルに波り、かっ、東端では、ショベルの走 図1IB-52b 

行形態がそのまま残った直角の鎚型の切羽而がある。
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これらを公園の形態要素として文脈化するために、まず、北剖IJの長い切

羽面に沿って、くクリフ・トレイル〉と通称される事となる散策絡がつ

けられた。〈クリフ ・トレイル〉は、〈ビジター・センター〉を中心に、

切羽而に沿って東西に {'jrび、また、〈ビジター・センター>の前には、

切羽而から張り出す形でく展望台〉が設けられている。

切羽面は、〈クリフ〉という一般名 liFが与えられたことにより、その垂

直な岩肌が審美的に扱われたことになる。〈クリフ〉という名林は、ア

メリカでは、閉じ崖を意味するくリッジ〉ゃくプレシビス〉などより、

風景の視覚的要素としての意味が浪いのである。

一方北東側の 2つの鍵型切羽而は、その ffJに異なる機能が計画される事

で、機能的に、そして空間的な分liiiを与える形態として手IJmされた。し

かも、 2つのエリアともその山際にく展望エリア〉と名付けられた小さ

な場所が設けられ、鍵型の角部が、湖水へ張り出し眺笠を与える形態と

して絞極的に用いられている。

まとめ.

〈レイク(湖水) >という「主題」の設定により、採石場跡地の様々な

残存地形に、湖水を囲む公開という文脈の中のー要素としての名林が与

えられ、また機能が与えられた。特にンョベルによる乾式採石特有の垂

直に近い切羽而は、湖水に映るくクリフ>として視覚ー的に審美性の目玉い

要素として位置づけられ、 トラック交差路であったため、水没しなかっ

た部分は、〈アイランド〉という名初、により湖水風景の添長として重点

的に.iri悶意匠が施された。
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τグ・ クコ章一リ一一

「主題」の設定.

「ザ・クオリー」の土地再生は、 「クオリー」というまさに石切り場そ

のものを意味する名称を用いている占で、他の 7事伊!と大きく !Rなると

ころである。しかし、採石場風景を消極的に利用した第一月!と、積極的

に利用した第二期で、 「主題Jの設定がやや異なる。

敷地北側の隅のオフィス開発で着目された風景要素は、 tli石跡地の霊一匹

切羽面のつくる風景というよりも、むしろ、シオト・リバーに臨む段丘

躍の地形であり、元地形が持っていた特徴を利用した開発と見る方が正

しいかもしれない。オフィスの案内状も、シオト ・リバーを見おろすオ

フィス空間を前面に押し出し、南側の採石場を見る眺望はあまりJlH、ら

れていない (*13) 。従って、この時点では、採石場の負形 ~r:uそのものの

形態は、積極的には活用されず、唯一南側の採石滑内の底部を 「フィー

図IICl-47

ルドJと名称付け、オフィスで働く人たちの運動場として簡単な地M整 図II8-59a 

備を行ったにとどまっている。

この綴に、プロジェクト自体は何らのu石跡地の土地再生を含んではい

ない。しかし、重要なことは、プロジェクト全体の名称を「クオリー・

プレイス」としたことにより、石切JJ，}の風景を、審美的なものとして位

置づける態度が表明されていることである。このたった一線のオフィス

III設をきっかけとして、この採石跡地全体への意識が高まり、第二JVIの

より積極的な土地再生が行われたのである。この時点で、オフィス仰は

「クオリー・アット・リバーサイド」と改名 され、南側の新しい土地再

生計画には 「ザ ・クオリー ・オン・ザ・シオト Jという名祢が与えられ

た 。 プロジェクト名が示す泊り、当上地再生で 1 ; 、 ú 石場の特 ;N な地}~

に者自し、それを最大限に活月]する 「主題」のJt定がなされたことがわ

かる。特に、その中でも特徴的なものは、 二つの 鉱石滑に1*まれた、細
い残存 I也}~が着目されていたことである 。 そ の 日日 分は、 tt 石係業中に阪

出入路として用いられていた部分であり、 土地 !'j生では、その高所をわ

たる (実際は地表レベルであるが)形から 「ブリッジJと命名された。 図II8-59c 
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「ブリッジJは、北側、南側の採石滑への視界が、最も大きく聞ける部

分であり、住区への進入路として風景を設定したことは、 「主題」がl*

石場としての敷地の歴史にあることを明瞭に物語る。実際には、この細

い残存地形は、車両の両部IJ交通のためには充分な幅がなく、 一度に一方

向の交通しか許さな L、。その様な彼能的な制約にもかかわらず、この地

形は第一に着目され主要進入路として最も重要な位置づけをされている。

他の要素にもこの「主題」の設定に従って、採石場を表現する名称が積

極的に用いられた。敷地内を走る住区道路は、 「クオリー・レーン」と

名付けられ、また、 「ブリッジJを西側にわたりきったすぐ南側にある、

古い採石坊の施設は保存され、 「オールド・クオリ ー・ハウ ス」 と名付

けられた。また、当計画は、そのプロジェクト名に「シオト・リバー」

の名祢をいれ、 敷地の立地をもりHinに表現している。即ち、敷地が採石

場であったということだけではなく、それが河川に臨み、その水辺とし

ての環境を活用していることも土地再生の風景構成の「主題Jとなって

いる。実際に敷地には、ボー トドック がシオト ・リバー沿いに 3ヶ所設

けられ、住区の住民全てが、個人用ポートを所有できるようにされた。

住戸 37ユニットのうち 20ユニットは、鉱石場西側の荷台からシオト

-リバーに向かつて設配され、北側第一期のオフィス棟と同じく、河川

を眺め降ろす眺望が与えられている。これらの住戸は正而に緑陰1!1かな、

河川の流れる典型的な自然環境の風去を持ち、背後には対照的に深石以

の巨大な切羽函の立ち上がる鉱業風景をひかえている。この両手監性が、

プロジェク ト名称 「クオリー ・オン・ザ・シオト・リバーJに則的に表

現されている。

技術 ~rili の文脈化 。

「ザ・クオ リー 」では、石灰岩切り:J:しの採石場として特有な比較的地

盤強度の高い垂直な切羽市が、長い距朗tにわたって残されている。 n低

差10メートル以上の切羽而は総長 360メートルに及ぶ。その形態が、

上記の 「主題Jに従って、風i迂情成の!2J葺?として生かされている。 中で

も最も大型の切羽函は、南側l*石坊のJl!siIJに立ち上がる長さ 360メー
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トル高さ 13メートル以上の切羽田である。技術的特徴から、この切羽

面白体を機能的に活用することは許されなかったが、 「ザ・クオリー」

では、この垂直面を、住区の背景としてうまく活用している。敷地内耳1

路は、採石溝の西側を走っているため、切羽面は常に住戸の背後に見え 図1IB-60b 

隠れし、敷地内に一つの統ーされた風景を展開している。

切羽前を、背景として扱うためにいくつかの小さな意匠的工夫も施され

た。一つの問題は、切羽而の下に、当土地再生計画の以前にダプリン市

が直径 1メートルほどの下水道官を通し、それが地上(探石構内〉で銭

出していたことである。この西側に小さなマウンドを築き、高木の相殺

を施すことで、下水道管を住区側からの視覚から隠している 。もう一つ

の意匠問題は、切羽而そのものに発生した小さな低木類が、住区ill設の

際に部分的に除去されたことである。その主たる理由は、それらの植物

の根張りにより、将来切羽而の一部が破峻され落石などの危険性をなく

すためであった。しかし、景観的には、切羽面の岩肌を、より単純にみ

せる効果があった。

まとめ:

ザ・クオリーでは、採石上特有の地形、形態要素が着目され、それを風

景!1!'紫として積極的に用いる「主題」の設定がなされた。

採石it'Iiの負形空間は、その中に住宅区を展開することで強調され、 tt石

特有の切羽面は、住区内から1T長として見渡せるように配慮された。

特に、 tt石跡地として絞も特徴的な山上の細い残存地形には、 「ブリッ

ジJという固有名称が与えられ、かっ住区への主要入路という重裂な機

能が与えられた。

190 



ウォータ一一て才ーク

ウォーターマークの土地再生は、環境の蒋械成という点から考えると、

他の土地再生プロジェクトと少し具なる特徴を持っている。一般には、

採婦の形態、プラントの乱立などで部分部分に分断された印象を持つ採

石場跡地が、いかに単一の環境にまとまるか、という点が土地再生の段

終的目的となっているところである。しかしこの、ウォーターマークの

場合は、採石場跡地の各部が、採石場であったという一つの歴史から般

れて、その外側に隣接する敷地との文脈に帰属する方向で、各々独立し

た環境となっていた。

例えば、敷地北側の剥離表土地主'i地は、 uS . 3 3号線沿いの O. 8ヘク

タール毎に分割された。個別オフィスのiili絞する文脈へ帰属し、従って、

建築物の正面性も採石で現れた湖水ffillへではなく、 US. 3 3号線側へ向

かっている。又、敷地来ffi1lのプラント用地であった部分は、高所得者間

の多い、住区〈グランド ・ビュー ・ハイツ〉を代表するグランド・ビュ

ーアベニュー に接していたことを利用し、集合住宅へと再生されたの

である。このことは、各小区画にあてられた名林にも端的に現れている。

北側オフィスは、 US 3 3号線の jiH品名を取って、〈ダプリン・ロード

・オフィス・パーク〉とされ、敷地束側のくウォーター・マーク・オフ

ィス・パーク〉と別名になっている。この械な部分へ分割する土地再生

が、一つの深石場に生じたのは、一つには、採石減の規慌が非常に大き

い率、一つには、採石以前から元々都市街区に閉まれた場所であ ったIH

などに王n由があろう。

「主題」の設定.

上記のよう に部分独立型の土地再生でありながら、ウォーターマークで

は、独特の「主題Jが設定されている。唯一敷地が砂利採石初であった

ことを語る湖水とその中央に浮かぶ向地形である、プロジェク卜名〈ウ

ォーター ・マーク〉とは、河川、湖水などの水位を観測するための水位

標の事である。 npち、当tii石場は、シオト・リバーの季節ごとの水位の
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変化がそのまま、採石締内の水位の変化となって現れ、しかもその中央

に浮かぶ島状の堆積丘の見えの変化となって現れてくることに着目した

のである (*14)。

湖水そのものには、くレイク〉以外に特別な名称、は与えられなかったが、

島地形にはくアイランド〉のほかに、くウォーター ・マーク・アイラン

ド〉という呼称を用いている地図、資料もある。このくアイランド〉は、

敷地のどこからでも湖水ごしに見渡すことのできる位置にあり、物理的

にも風景締成の中心的要素となりうる。北側のオフィスパークもmllllJの

集合住宅も、この烏の見えを大事にしている。例えば、東側の集合住宅

地では、ポートデッキをもっクラブハウスが、敷地の肢も奥まった部分

に取られているが、ここは、敷地北側から fillびて来る突堤を見ずに、向

だけが視覚に入る地点である。又、北側のどのオフィスにとっても、湖

水側の風景における島の存在感は大きい。一方、敷地北西側から fillぴて

来る 1670上を走ると、まず湖水上のこのおがDE!に入り、その背後

に集合住宅地や、オフィスパークがIRを現す。

この様に、プロジェクト全体を端的に印象づける風景要素〈アイランド

〉は、土地再生において風景摘成の 「主題」を与えるのに充分な要素で

あった。事実、この品地形は、土地再生の風景意匠上、特別な注なが払

われている。第一に、集合住宅地部分の凝土にともない 2 つの il~ 新丘が

述絞する形に造成された。このことは、単に品の見えの大きさを j百強す

るというだけではなく、単純な .Ifí 円 J~ の Jj(Cfi7丘を L字形の変化に 1;';む形

状にする効果があっ た。

このくアイラン ド〉を「主題Jとする風景仰成は、敷地の様々な部分で

繰り返される。特に砧を見ることに Il>Jし、工人のされている部分は、 2

ケ所ある。 lつは、前述した集合住宅地のftl:G奥にあるクラブハウスと

ポー トデッキの位置である 。もう一つは、敷地Jt側からのくウォーター

・マーク ・ドライブ 〉のアプローチである。 〈ウォーター ・マーク・ド

ライブ〉はまっすぐ南下し、まず正而に仏を比せながら大きく*へ1111が 図II8-69 

る。この様に、敷地への入口でJ:hが第ーに阪に印象づけられる為、それ
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が再び、集合住宅地の内部から見え問、れした場合にも全て、風景を島の

見えを中心に把握しようとする意識が人々に共有される効果があると考

えられる。

ー方島は突堤て'陸部にiili結されたため、歩いて渡れる様になった。これ

は、湖水ごしに集合住宅群を見返す地点を与えた点で重要である。なぜ

ならば、集合住宅のある部分は、深い入り江によって分節されているた

め、湖水に突出した独立地形、島、あるいは岬に見え、これによって、

島と集合住宅の地形が、同類のものである認設が生まれるからである。

集合住宅群を湖水ごしに見返すことの出来る地点は、島以外には、 1-

6 7 0上を束向きに走った場合だけであるので、徒歩で渡れる地点が湖

水内にあることは、重要なことである。 j島に波る突堤の入口には、巨大

なプラント機械の一部が錆び付いた状態で放置され、グランド・ビュー 図II8-63 

採石幼時代の名残を残し、象徴的なゲートをつくっている。

技術形態の位置づけ

「土地再生の経緯」及び「地形形態の変化」の項で述べたように、 くウ

ォーター・マーク>では、土地再生において、大幅な盛土による造成が

施されたため、採石操業の形態は直接的には残されなかった。プラント

周辺に、複数あった円錐状の残余砂JfI:li'i丘や、表土111:税丘も均され、そ

の~を消されている。唯一応(111 に近い Jf~ で残されたものが、湖水中;との

剥離表土地li'i丘である。敷地大半をi立う湖水も、採石によって直俊出現

した形態であり、敷地全体に〈ウォーター・マーク>という湖水を直後

意味する名称を用いたことが、1*石跡地の J~ri!\の文脈化と見なせる。

まとめ

「主題」の設定は、 ドラッグライン工法の放した中央の!:.¥tJ，¥の表土Jltm

丘に着目し、それにくウォーター ・マーク・アイランド〉という名1与を

与えること によって決められた。この 「主題」に沿っ て数j也の各部から

の風景は、このく アイランド〉を'1'心的添設とする様にえが~W されてい

る。
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〈ウォーター ・マーク〉とは、水位標のことであり、当敷地の大湖水と

〈アイランド〉がシオト・リバーの水位の変化を直接続党化することを

明示してし、る。

ー 194-



11βf~ ，こ主主ιえらオ1 アこ名荷主一ーまと与さコ

以上の各事例における名祢の分析を、まとめて観察すると次のことがら

が判明してくる。

まず第一に、風景械成の方向付けとなる「主題」の設定において、着目

される要素が、次の 3種類に大別される事である。

1 )採石に直接起因する敷地全体の地形の形 1~ 特徴、あるいは跡地地 }~

の部分的形態特徴が着目される。

(これを、記号Tで表す)

2 )鉱石操業の結果、 2次的なものとして敷地に現れてきた要素が着目

される。

(これを、記号 Sで表す)

3 )採石操業以前から敷地に存在し阪に見えていた要素、あるいは敷地

周辺に存在していた要素が着目される。

(これを、記号 Pで表す)

具体的に各事例における、;{(目された要素をまとめると下記のようにな

る。

主題の設定のために着目される要素

T S P 

ザ ・パーク |阿により流 |山lilう
路を問定化さ 主1*樹林

れた渓流

ンャドー 採石1昨の Jt石滑に詰Tjiき

?リフ公悶 切羽而 :J¥した地下水
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ラークスノfー ・ 河口の水速

ランデイング

:スティック・ 剥線表土 採石により露

ベイ 堆積丘 出した地下水

サンディー・ 残余砂、剥離

ポイント 表土堆積丘

マディソン ・ 採石ii'liに強制

レイク公園 入水した湖水

ザ・クオリー 採石Ri昨

ウォーター 採石により露

マーク 出した地下水

とその水位の

変JR

次に、着目された風景要素への名称付けが 「主題」を決定する。この名

称付けも、大きく分けて次の 3tl!類が観察された。

1) ;;'i目された要素自体の一般名称を用いて言い表す、あるいは、採石

以前から人々が用いていた名祢を持って言い表す場合

(これを、記号 Nfで表す)

2 ) 着目された要素の形 !m 的特徴、風 j~. 1f 素 と しての特徴に基づいてそ

の要紫に新たに回有名称を与える場合 〈こ れを記号 Noで表す)

)着目さ れた袈素の形態的特徴、風景~来 としての特徴に基づくが、そ

れに他の敷地の風景の名称を引JI1する。あるいは、典型的な係式名粉、を

与える 場合(これを記号 N0で表す)

これを各事例に関し、表にすると下記のようになる。
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着目された要素への名祢付け

Nf Nc No 

ザ・パーク 〈フォーフス 〈パーク〉

渓流〉

シャドー 〈シャ ドークリフ〉

クリフ公悶

ラークスノ{- 〈ランディング〉

ランデイング

ミスティック・ <ミスティク岬〉

ベイ くベイ〉

サンディー・ くサンディー 岬 >

ポイン卜

マディソン・ くレイク〉

レイク公図

ザ・クオリー 〈クオリー>

ウォーター くレイク〉 〈ウォーターマーク ・

マーク アイランド>

T . N f :鉱石地 j~ の特殊性に新日し、その形態を中心に土地再生の瓜f(

を械成してゆく(事例:ザ・クオリー)

T . Nc: n石地形の特殊性に ~f 日し、かっそれに、敷地凹有の名称を与

え、その名称に従ったち~出で土地再生の風 f去を構成してゆく (ïJI 例 :ノ

ャドークリフ公園)

T'No採石地形に着目するが、その}f;r~ が、 l呪存の 13 然風景 !t! 索、あ

るいは他の場所の風景に似ていることから、その名 lfJiを引用し、引用さ

れた風景の形へと土地再生全体の風奴を偶成してゆく (IJT例ーミスティ

ック ・ベイ、サンディー・ポイント )

S'Nf:tt石によって発生した風iR京裁に着目し、その一般名祢に従っ
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て土地再生の風景締成を方向づける。

S.Nc:1*石によって発生した風景要素の特徴から、固有名称を与え、

その悶有名祢にふさわしい風景を敷地全体に展開してゆく(事例:ウ庁

ーターマーク)

S . N 0 :採石によって発生した風景要素に着目し、それを他の風景の名

綜を引用して呼びあらわし、敷地全体の風景締成を行う (事例:ミステ

ィック ・ベイ)

P . N f :以前より敷地にあった要素を、 一般名称で呼び表し、それに従

った文脈で風景締成を行う(事例.ラークスパー・ランディング)

P . N c 以前より敷地にあった要素に、改めて悶有名称を与えてえるこ

とで、風景椀成の文脈をつくる(事例.なし)

P . N 0 以前より敷地にあった袈紫に着目し、改めてその形態的特徴を、

他の場所の風景に見立てることで、敷地全体の風景椛成をおこなう 。

or;例:ザ・パーク)

「形態要素の序列化J

この様な形態機成の意味的文脈の与えプJにより、敷地内にある様々な I~

悠要素は、序列が決定され、全体的情成が行われる。また、土地Ng三に

於て新たな I~ !ill が付加l される場合も、この「主題」に従う。

この「主題」に従った「形態~;軒の序列化」の中で深石技術特有の地 J~

形態はいかに扱われているのだろうか。上記の T .Nf.T .Ncの場合

は、最初から敷地が1*石跡地であることを、 lリj示すること、あるいは、

その形態的特徴のすI極的ii'f.ldfiがliijl:i¥となっている。

しかし、その他の場合は係石によって残された特殊な地 J~ は、次の二つ

の取り級いをうけている。一つは、与えられた 「主題 」にのっとり、そ

の文脈を強化する要素として :~'I:!:在されながらもlJ'i極的にmいられる場合、

一つは、与えられた「主旭 」 の文脈にそぐわないため、大帆な改~を受

けて変形されてしまうか、そのまま残存しでも風景椛成立E紫としてもY極

的に用いられない場合である。

198 



2 拶平~::C子会果話主主 Lニヰo~ ニT る;m三兄畏ヲモき盆三

この節では、採石以前の敷地の状悠から鉱石後の状態に至るまでの形態

の変化を分析する。

各事例に沿って、前項 i1 1 B調査」で簡単にまとめた「採石操業の経

緯Jを、振り返りつつ、特に形態の特徴に着目し、その形態発生の要因

を遡る。そして最終的に、残存した形態の中に顕在化している敷地の特

性を切らかにする事、逆に、敷地特性の顕在化をもたらした採石特有の

形態を明かとする事、を目的としている。

従って以下の「平面形態の分析」、 「地Jfj形態の分析」の準備として、

敷地が採石場以前にもっていた様々な特性を収集した資料から抽出し、

次の分類に従って分析図としておく。

i 自然の顕在特性:河川、他生、地形など可視的な要素

2. 自然の潜在特性 :地質、地下情造、地下水など不可視な特性

3. 人工の顕在特性 既存情造物、道路など可視的な要素

4 人工の潜在特性 ・敷地境界、土地m途規制など不可視な特性

自然の顕在特性、人工の顕在特性、人工の潜在特性は、地図資料から I111

出できるが、自然の潜在特性に l刻しては、~石操業の中に発見された IH 、

土地再生計画のおける敷地調査の結果発見された事などをllllWし、記述

する。
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2. a エJZTI冨~]吃畏 CD タテ木斤

採石跡地の平面図、地形実測図などから、その平面的形態を械成してい

る主要要素を抽出し、その形状や分布、配置の特徴を観察する。かっそ

の形態的特徴が発生した経緯を、前項 r1 1 B調査」で慨略した 「深石

操業の経線」の中から考察する。

分析の方法:

主要な要素を表した平面図を作製する。 ~II Wされる主要な要素とは、 ljiJ

項の分析「土地再生における平而形!i!lの分析」と同じく、ハードスケー

プ、ソフトスケープに分類される。

ハードスケープ.採石プラントなどの建造物、機材微出入路、~石場内

のトラック走行路など

プラント施設の設置位置は、収集した資料にその位置、形状ともに示さ

れている場合には、それをそのまま表記した。しかし事例に依ってはプ

ラント純設が(あるいはその設l(I位世が)単純な矩形などの記号で示さ

れている資料しか入手できなかった場合もあり、その場合は、記号の J~

のまま表記した。更に、プラント施設が設位されていた場所だけが記録

として残っている場合には、プラント施設川地としてその部分を枠で凶

んで表記した。しかし本分析では、プラント純設の具体的形状は問題で

はなく、プラント用地の敷地内での位位や全体的形状が対象であるので

分析には充分である。

fl地内のトラック走行路は、全ての事例でti:7，跡地の実訓l図に記似され

ており、それをそのまま表記した。史に、 n(i 跡地の航空写真~~ の資料

に現れている トラック走行路も lNiき))11えた。

ソフトスケープ 採石によって発生した水:t'..:(深石附内部にi'J)き11lし

た地下水、排水流出円など)、訓罰t表土のJII杭丘、また

採石i.'1iの形状など

量IJ緩表土の保管は、1*石場内の地'i!の変化として重要なものであるので、
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分析図に表記した。ただしその位置、形状は、1*石跡地の実iJllJ地図にか

き込まれている地形から、量IJ離表土縫箭丘と思われる部分を図示したも

のである。

~石滞の形状は、採石跡地の地形図だけからは分かりにくく、他の文献

資料などに記述されている場合もあるので、ソフトスケープの抽出図の

中に分かりやすく図示した。

ー方緑地分布は、収集した資料からは正確に判断できない場合は図示し

ていない。しかしその分布の変化や、新しく発生した植生などは多くの

場合、採石跡地の環境調査レポートに記録されているので、それを記述

した。

上記 2つの分析図に現れている形態的特徴を観察し、その特徴が生じた

要因を採石操業の経緯から考察する。各lFfj1Jの分析の後、まとめとして、

主要な要素の平面形態と「敷地の特性図」を比較し、採石操業によって

発生する様々な形態には、どの餓な形で敷地の特性が反映されてくるか

を考察する。
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ザ・ノ々一一ク

J、ードスケー プ

新たに加えられた最も顕著な要素は、敷地を南西から北東に抜ける採石

場への搬出入絡である。採石当時の写真からみても、仮設的なものと言

うよりも、かなりしっかりした建設が行われた様である。

敷地へのアプ ローチは、敷地東側の 110アベニュー NE、 112アベ

ニュー NE、 116アベニュ -NEと敷地西側の NE 1 0 6ストリート、

N E 1 0 8ストリート、 NE 1 1 0ストリートが可能性としてあ ったが、

実際には 11 6 アベニュー NE を敷地東側に沿って南下させ、谷上流 ~II

から西へ下り、それを敷地西側の NE 1 0 8ストリートへ述結する綴に

造られた。この綴出入路の形態を決定した袈因は複数ある。一つは、敷

地北側には 5 1ほどの斜面があった事、一つは、この斜面の北側に既

存住戸数戸があ り、それらに対する緩衝者?として樹林を残す計画とした

事、一つは敷地西側には、 2、 3軒の住宅があり、そこへの進入絡がN

E 1 0 8ストリー卜辺りから*に向かつて延ばされていた事、などであ

る(判)。 結果的に、僚出入路はほぼ谷地形の谷線をなぞる形て， ~ 1かれ

た。

プラントは、敷地中央の採石幼の西側に設世された。そのためこの部分

で、 j~ 剖1I の採石.tJ，j と悶 ~II の採石場へのトラック走行絡が集中している。

南側カークラン ドヒルの斜而に対する鉱石は湧き水により中断されたた

め、雨 ~II トラック走行路は余り川いられなかった。しか し土地再生にお

いて、敷地内幹線道路の位位を決定したのは、この仮設車路である。敷

地北東側には、二つのベンチが開設されたため、 トラック走行路は、 二

つのベンチが宿りつく北側斜而の部分で、下のベンチから上のベンチへ

登っている。

ソフトスケー プー

第ーに流路の明確でなかったフォーブス渓流に、 i川町Eな排水経絡を与え
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た事が最も大きな変化である。特に敷地西側は、湿地帯であったのが、

主な水筋を据り下げることで、 j主流流路をつくった<*2)。敷地東却のj主

流流入口あたりは手をつけられずにそのまま残されたが、 11 6アベニ

ューNEから延ばされてきた僚出入路から、南斜面へのトラック走行路

を渡すためにこの部分から西側は、道路樹111持として造り直された昔u分で

ある。特にプラントが設世された辺りは、 トラック走行路が集中したた

め、排水路は全て暗渠とされている。しかしこの排水計画により、敷地

西側の湿地はやや改善され、また1主流流路も一本の水筋として明確な要

素として独立したこととなる。

まとめ.

1 俄出入路設置により、来から西へ下る谷筋の方位が線形として lリ1tR

にされた。

2 採石場内の排水計画により、フォーブス1主流水筋が定められ、敷地

西側の湿地殺にも明確な排水経路が与えられた。
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シャド一一クリ'70-匝1

ハードスケープ:

資料の中には、採石操業中の正阪なプラント設置位置が記入された実訓l

図、地図などはない。しかし次の ~F が、レポート、古い U S G Sマップ

より解る<*3)。

まず、最も早い時期lの 1890年代に始まるレミラード ・ブリ ック社の

プラントは、現在シャドー クリフ公園となっている敷地の最も西側のア

ロヨ ・デル ・バレーに臨む地点に設けられていた(刈)。阪出入は、北側

を走る鉄道からの引き込み紋を用いていたが、スタンレー ・ブルバード

からも搬出入路が設けられた。これが、現在の公園の西対を決める境界

線となる。

図IIC2-4c 

このプラントに加えて、 1953年の US G Sマップには、カイザー・ 図IIB-12b

サンド・アンド ・グラベル社のプラントが、レミラード・ブリ ック祉の

鉱石j梓の東側に記されている。当初は、カイザー ・サンド・ア ンド ・グ

ラベル社でもア ロヨ・デル・ バレー沿いの砂利を採掘したため、プラン

トはやはり河沿いに設置されている。カイザー・サンド ・アンド・グラ

ベル社の操業では鉄道による飯山入はmいられず、すべて、 トラックに

よるもtみ出しが行われた。この時、スタンレー ・ブルバードからこの河

川沿いのプラン トまでまっすぐ降ろされた仮設道路は、かなり大きなも

のであった。

1 9 5 0年以後の、敷地東側の大規19:なtli石において設ぼされたプラン

トの位置は、採石 r昨の形状から西よりの :~II 分であったと考えられる休日。

この傑業によって i告られたトラック定行路が i去の公園計画にまで~'æを

及lますlリ]町'1;な形態を放している。

一つは、採石「昨mmllの土12の上をn~'iに定るトラック走行路であり、こ

の仮設によ り鉱石棺は、北側も、rHOJ'リも Ill1品によって枠どられる ~JÇ とな

った。

もう一つのtli石操業の形態を写しだした走行路は、最も浅いレベル lの 図IIC2-4 

探石消の来側境界上を走っている。 tli石r昨のJ!;状に影響を与えたトラッ
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ク走行路は、操業末期に、来日1)のローン・スター社側からおろされた斜

路である。これにより、東側切羽而の一部が崩され切羽面上に斜めの地

形が刻み込まれた(*6)。

ソフトスケープー

鉱石による最も大きな変化は、アロヨ・デル・バレーの中に常に表水を

たたえる湿地帯Fが形成されたことである。この変化が顕著であることは

もともと地名のなかったこの部分に、アロヨ・ポンド、アイランド ・ポ

ンドという固有名称が新に与えられたことからもわかる。例えばアイラ

ンド・ポンドは、採石によって取り残された池中の島状地形からこの名

称が与えられたものである(*1)。

もう一つの変化は、北側の大鉱石場への浸水を防ぐために直線的に土141

が造られたことにより、アロヨ・デル・バレーの蛇行部分が切断され、

小さな池(へロン・ポンド)として残った事である。

一方地質の分布も、採石によって大柄に変化した。当敷地は、もともと

表土の薄い乾燥地であったが、北側の大きな採石操業によりその剥縦表

土が集められ、土堤の築jj'fのために用いられた。これにより、保湿カの

高い土が、アロヨ ・デル・バレー 沿い北側に集中した。また、西側レミ

ラード・ブ リック社の小採石段Jとのn日にも大 きな表土地税丘がつくられ

以上、谷内部の表水発生、表土の集中などにより、アロヨ ・デル・バレ

ー沿いはもとの乾燥性地勢からは全く !Rなった生態系が発生し、 19 7 

4 年の土地再生計画開始の H年内までに、~~かな lílí 生と、7}<11 ~U) 物の繁処

する環』立へと変化していた(刈)。このmで採石椛は、平而形態としては、
北側前側とも直線形の輪部級をf''jっているにもかかわらず、ソフトスケ

ープとしては、北側のほとんど樹林の自!H 、切羽 ìliî と、南側の~~かな材l 主t

が対照的な二つの具なる風j主要量;として現れることになった。

まとめ

1. トラック走行路がr.;::石出の輪郭沿いに設けられたため、その形態が
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l*石操業終業まで残存した。これはまた、ほぽ敷地境界をの形悠でもあ

る。

2 北 ~IJ の既存道路より彼:.e入路がとられた部分以外は、全てl*石切羽

面となり、最終的にこの部分のみが敷地への進入路として残存した。ま

たこの位置は、時期jの異なる 2つの採石操業の境界位置を表すこととな

っている。

3 採石構内部のトラック走行路設置により、採石h'liの段差部分がその

ままの形態で残存した。

4 採石による低地の発生、剥離表土の集中による保湿カの高い谷の発

生。これに伴い、アロヨ ・デル・バレーの流路が、周辺にはない奥部植

生の帯として現れた。
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ラークフ之、ノそ一一 ・ ランラ=インクー

ノ、ードスケープ ・

ハッチンソン採石場では、二つの採石場の入口のちょうど中央部分に一

つの大型プラ ントが設置された。ここから両採石場の各々のベンチに向

けて、蜘妹の足のようにトラック走行路、機r.H世送路が1
'
"びているのが

特徴的である。

このプラント位置を決めた要因は、サー・フランシス・ドレイク・ブル

バードの大きく屈折する形状にある。 npち、サー・フランシス・ドレイ

ク ・ブルバードは、西側で大きく mへと屈折する為に、雨採石.y;~か ら肢

もトラック走行の使のよい位置が、この辺りであった事が、 1954'~

の地図から推iJlljできる。

:図IIC2-6b 

然るに、サー ・フラン νス・ドレイク・ブルバードが、屈折している要 図IIC2-5d 

因は何かとい うと、それ以前の深石録業において用いられていたハシケ

尭着のための水路が、コルテ ・マデラ河の河口から、レミラード・ブリ

ック社が先に闘いた来制'11*石犠の位il1まで引き込まれていたことにある

(刈)。

また、採石場内の トラック走行路は、 二つの採石場の両側而に沿ってI
'
1'

びているのでプラントのある位{泣から北へ大きく三本の足を I
'
1
'
ばした }f;

をとっている。地形の分析でも述べたように、丘陵の元地)f;が持ってい 図IIC2-5b 

た三つの尾恨線上を走っており、結果として足般紙を地形としてではな

〈、三本の線)f;悠として祝:R:化する事になっている。

ソフ トスケープの発生・

当敷地は、乾燥性の丘陵であり、サン・クエノティン仰の間側斜而には、

もともとほとんど高木の分布はみられない。採石~~の聞かれた北側、丘

陵の北側斜而にのみ柿生が拒Q!がされるだけである。(これはこの地峡の

特徴であり 、日照時間の短く乾燥しにくい北側斜面のみに純生が集中す

る)。従って、丘陵斜而の緑地日11分は、その地}f;の大きな変化にも l刻わ

らず、l*石前後でそれほど大きな変化が無い。
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l:ti石湯内の変化としては、東側l*石1持の中心に低地ができ、周辺の雨水

表水が流れ込む湿地帯になった。l*石操業によって、最も大きく変化し

た地質分布は、むしろ丘陵下のコルテ・マデラ河流域である。l*石以前

lこは、丘陵南側は、 コルテ・マデラ河沿いの湿地帯であり、 1 954年

のUSGSマップにおいても付10)、未だに湿地植生を表す記号が付され 図1IC2-5c 

ている。しかし、採石した青砂岩の積み出し用に、ハシケの速河が撮ら

れた事、そしてプラン卜設置により、周辺地盤が整備されたことで、陸

地部と、水域の部分が明路な水際紛!をもって分離した。この様にして形

成された平坦な陸部が、後に有効な土地再生のきっかけとなる。

まとめ:

l サー ・フランシス ・ド レイク・ブルバードの大きく屈折する部分と、

採石場を結ぶ地点が、プラント位位となった。その周辺の地提は元々、

湿地性の軟弱地盤であったが、鉱石操業を経て乾燥した堅固な地盤へと

変化して行った。

2 丘陵の微地形であった三本の尼恨級が、三本のトラック走行路の線

形として平面形態として現れた。

3.阪出用ハシ ケ速河の増築により、丘陵商側湿地おが、明確な陸部と

水域部に分離し た。
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=: :;;ぇラ二ィック・ f くこイ

ハードスケープー 図IIC2-8b 

当採石場では主要なプラント設置位置として、敷地西側が選ばれ、 tli石

j骨の敷地全体の中における位置も結果として束よりとなった。C*11) 

プラントが西よりに設置された理由は、プラントへの彼出入路の仮設が、

敷地北西側からとられたためであるある。 当敷地採石が始業された 60 

年代前半には、氾濫原内には、ほとんど道路整備は進んでおらず、唯一

西側の段丘から降りてくるリンカーン・ブルバードー 79番ストリ ー ト 図IIC2-7d 

のみが車交通に用いる事のできる既存道路であった。これは、ホワイト

・リバー沿いの他の氾君主仮についても同じであり、段丘の道路後備、住

区開発が止まっており、採石場への殿出入路は段丘剖IJにある既存道路か

らとられたのである。

また、レイク AC当敷地の鉱石場としての名称)の場合は、操業中に敷

地東側のキーストーン ・アベニューの建設も進んだ為、操業後半になっ

てプラント設置位世は敷地東側に変更され、敷地北京角からの阪出入路

が仮設された。しかし、西側では、リンカーン・ブルバードー 79番ス

トリートが直接敷地に接していたのに対し、東側の仮設搬出入路は、北

側隣地を通っていた為、終業と共に閉鎖されてしまう。

結果として、敷地が、西制IJを段丘に筏していた形として、西側の館山入

絡がその後も敷地への主要な進入路として川いられた。

ソフトスケープ.

採石により一部の湿地性氾庶民1であったll!{日の地質、杭生分布が波数の

地質へと転じた。

図IIC2-8a 

第一に、敷地の大半は水而でi買われた。第二に、採石桃と J敬地反界のI/¥J 図IIC2-7b 

に僅かに JJ(された残存地に、 j~/11性の日い表土がJltlJ'e丘のJf3でillめられ

た。また湖水関西側やm*側に、プラノトやデサ/ダーから排出された
残余砂が、部分的に湿地性の地質を形成した。 この様に、 n石操業によ

って、敷地内に 3積類の地質が発生したことになる。
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-方、プラントが設置された部分や、表土保管により利用された部分は、

その地表レベルも上昇し、むしろもとの i，~原地よりも堅聞な地盤を形成

した。逆に、残余砂は、操業の結果周辺より低地となった部分に集めら

れ欽積されたので、水分を多く含む軟弱な地質として残った。結果とし

て、レイク Aの敷地は、北西日IJと東側キーストーン・アベニュー沿いに

地盤の固い陸地部分が発生し、南西側と、南東側に、地採の緩い低地部

分が残された。

まとめ.

1 周辺地形の持つ開発難易度の潜在的方向性ー北西側は段丘で、開発

が容易、南西側は河川沿いiR地で開発が悶難ーが、プラント用地、損lW

入路などの設置により、敷地内の採石1昨の配位位置として顕在化した。

即ち、敷地西側に未採掘部分、東側に採石消という椛成である。集中す

るという形態として顕在化した。

2 北西側、段丘に援する部分と束OlIJキーストーン・アベニューに沿う

部分に現地形よりやや高い地形が形成された。即ち、採石操業を経るこ

とで、湿原の中に明確な湖水がつくられると共に、乾燥した地犯の堅悶

な部分も形成されたのである。
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サンフーィ オ宅 --r::..〆 ト

ハードスケープ:

レイク c(当敷地の採石場時代の名称)の採石操業形態は、プラントを

敷地東 ~'I に設置することによりその大枠が決定された。プラント設置位

置の主たる要因は、採石以前からサウス・リバー・ロードが敷地内東制'1

を通過していたためである。これは本分析が取り上げた他の事例と大き

く異なる点である。

サウス・リバー ・ロードは、 1952年の US G Sマップによると混地

図1IC2-lOb 

帯の中を走る未舗装道路である (*12)。その形状は、ほぽホワイト・リパ 図1IC2-9d 

-の蛇行 J~ に沿っているが、その正磁な位置を決めた要因は定かではな

い。 しかし当採石場の開設後、倣山入路として用いられるに至って、周

辺の土地利用の形怒を決める要因となった。レイク Cと東側のレイク D

の敷地境界も、 このサウス・リバー ・ロードの沿いにとられた。

実際に設置さ れていたプラン卜の規模を示す記録はな いが、通常のプラ

ント用地よりも やや大きめの敷地がとられたようである(料3)。その理由

は、東側のレイク Dのプラントも兼ねたこと、また操業後期(6 0年代

末)にはホワイト・リバーの対応にある採石場レイク Bからも、採侭さ

れた砂利がベル トコンベアーによって当敷地のプラントに運び込まれて

いた ことによる。

敷地内の トラック走行路はプラント周辺とサウス・リバー・ロ ード沿い、

そして敷地北側に回り込むようにとられた。北側に走行路が仮設された

理由は、敷地内の最も北にある送711線鉄広への経路を確保するためであ

ったと Ifl.察される。

ソフトスケープ・

レイク Cは、周辺の他の採石場に比べて比較的鋭雑な水際線を持つ湖水

が発生した。

図1IC2-10a 

その第一の要因は、敷地がホワイト・リバーのちょうど蛇行する部分に 図1IC2-9b 

接している ことによる。かつ上に述べた理由により、プラント用地が盟主
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池東よりにとられたため、結果的に採石節分は、ホワイト・リバーより

に押しやられ、河川の蛇行形悠を映し出すこととなった。現在ホワイト

・リ バー沿いの帯状の残存地形はかなり分断されているが、 1 9 8 0年

のUSGSマップにも現れているように、採石溝の湖水とホワイト・リ

バーは絶縁されるはずであった。

~石滞の計画は、 6 0年代当初、プラン卜北側lの部分とプラント東側の

部分に I< Jの字型に計画されていた。 これは敷地内にあった送fE線の

南北縦断線とホワイト・リバーの廊 Illl*の組み合わせから出てくる形態

である。しかし、最終的な採石滞の形態は、操業中の経緯により単純な

「く」の字型より複雑なものとなった。

その要因は 2つある。一つは、ホワイ ト・リバー対岸の採石場レイク B

から当採石場のプラン卜へベルトコンベアーが施設されたことである。 図IIC2-10b

採石湯レイク Bとレイク Cのプラントを段短距離で結ぶ直線、敷地南西

角から北東へ伸びる直線が、サンディー ・ポイントの地形的特徴を与え

る「く」の字型の仰地形を発生させる主たる要因となったようである。

しかし、アメリカン ・アグリゲイツ社は、最後にはこの岬地形部分も鋸

り進め、送電線の規定する南北線以西は全て採掘する計画であった(判4)。 図IIC2-10a 

これが中断された理由は、河川沿いの残存地がホワイト・リバーの洪水

により決I卑し、採石櫛の濁水がホワイト・リバーの水質に影響を与える

と懸念されたためである。この決岐部分は、採石場レイク八から引き:Jl

されたド レッジングをレイク Cに引き入れるため、切りjViし埋め戻した

部分であった。

まとめ

1. 既存の簡易道路が飯 山入時 として使用されることで、その形態が確

定し、当採石場、周辺の採石~~の J(; lm を決定した 。

2 採石消(湖水)が照られることにより、かI川の蛇行形、また送fE線

の南北縦断線の形態が、水際線形態として現れた。

3. tt石の中断が、岬地形を附示する地形を残した。
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マラ=ィ、ノン・レイク0-図

ハードスケープ

プラント設備の正磁な形状や数を示す資料はないが、アメリカン・アグ

リゲイツ社の記録では、その {iL位は、第一採石場北側にとられていた(*

15)。その要因は、ホラーロードからの進入路として既存の仮設道路が北

西角にあったためと考えられる。

採石j梓内とプラントを結び付けるトラック斜路は、第一採石t悼の場合そ

の南西角よりとられていた。その後、東側の第二採石場での操業が開始

されると、 トラック走行路は第一採石場の東側を回り込み、やはり関西

角から第二採石場内部へのトラック斜路がとられている。このトラック

走行路の配置により、第一採石場と第二採石場の間には、南北方向の土

堤が残存したのである。注目すべきことは、この二つの採石坊の聞に残

図IIC2-12b 

った境界位置が、当敷地が採石Iおとなる以前の土地所有区分の形態を地 図IIC2-11d 

形形1mとして反映していることである。

一方敷地北東側、東側は、剥離表土Jj(， li~ がつくられたので、オリーブ・

ロードへ抜ける鍛出入路やトラック走行路は設けられなかった。(一般

に外部者の採石場への入山場を管理nするため、採石場への出入口は、 ー

ヶ所に限られる。)

ソフトスケープ:

敷地は、 tli 石以前はトウモロコシ畑であったが、意外に表土 l享は n~ く、

3 0 -5 0センチメートル程度であった(*16)。深石によりこの表土が採

石滑の部分から華IJ離され、主に敷地北側、東側に J{fr駁された。この為に、

高木の組生に適した表土l与のL7い部分が敷地北米自IJに発生したのである。

一方、採石後の土地再生のために、第二鉱石場の南側lにつくられた土持

もこれらの表土を盛土して築造されたものなので、 if6 木~にとってもJi2j

した土質が発生している。この結果として、第二鉱石場の南側と *~IIJ は、

現在までに敷地内の他の部分に比べ比較的、密度の高い純生が発生して

いる。特に来自IJのJ{主積層の上に直線状に高木が並び、オリーブロードの
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南北に走る直線形を映し出した。

西側の第一採石場は、 50年代の傑業であり、表土保管は余りなされな

かった様である。一方、地下水位が低いために採石によって地下水が大

量に湧き出す事もなく、水要素は直接発生はしなかった。しかし、断府

面からの 小量の地下水の浸出があり、その処理のため第一採石場を貯水

池として用いた(*17)。この結果、土地再生の始められた 1974年まで

に、第一採石場は、約 3ヘクタールの湖水となっていた。

まとめ:

l プラント設置の用地、 トラック走行路が西側第一採石坊の周図を取

り囲んだ結果、第二採石坊との分離が形悠上明確になった。即ち、 トラ

ック走行路などのハードスケープの発生により、操業の時IiU的経線が地

表に形態と して残されてゆく過程が観察される。またこの部分は、敷地

が~石場とな る以前の土地所有 区分科i の位位でもある。

2 敷地東側の第二採石場の周聞に高木の植生に適した表土厚の厚い地

質がつくられ、オリーブロードの直線形を映し出す高木群が東側に現れ
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